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使用説明書 
〈本機のご利用にあたって〉 


安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず『はじめにお読みください』「安全上のごミ主意」をお読みくださし、。 
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1. 本機の概要 

圓 

本機の概要について説明します。 


本書で使用しているオプシヨンの表記 


おもなオプションの名称と、本文中で使用している略称を示します。 


商品名 

略称 

imagio プリンター.スキャナーユニットタイプ31 

プリンター.スキャナーユニット 

imagio ドキュメントボックス HD キットタイプ31 

HD キット 

imagio FAX ユニットタイプ31 

ファクスユニット 

imagio 増設 G 3 ユニットタイプ31 

増設 G 3 ユニット 

imagio G 4 FAX ユニットタイプ31 

G 4 ユニット 

拡張1284ボードタイプ目 

拡張1284ボード 

imagio 拡張データ変換ボードタイプ7 

拡張データ変換ボード 

imagio 不正コピーガードモジュールタイプ31 

不正コピーガードモジュール 

imagio 拡張無線 LAN ボードタイプ7 

拡張無線 LAN ボード 

imagio Giga 目けイーサネットボードタイプ6 

拡張ギガビットイーサネットボード 

imagio 目 T ワイヤレスインターフェースタイプ24 

Bluetooth オプション 

imagio Web アクセスカードタイプ31 

Web アクセスカード 

imagio リモート FAX カードタイプ31 

リモート FAX カード 

imagio NetWare 対応カードタイプ31 

NetWare 対応カード 

imagio FAX メモリータイプ N 2 

FAX メモリー 

imagio 3000枚フイニッシャー SR 3120 

3000枚フイニッシャー 

imagio 2000枚フイニッシャー SR 3110 

2000枚中とじフイニッシャー 

imagio 1000枚フイニッシャー SR 3090 

1000枚フイニッシャー 

imagio ドキュメントフイーダー DF 3070 

自動原稿送り装置 ( ADF=Auto 
Document Feeder の略） 

imagio 圧板 PN 3000 

原稿カバー 

imagio インナー1ビントレイ目 N 3100 

本体上トレイ 

imagio 給紙テーブル PB 3130 

2段給紙テーブル 

imagio 給紙テーブル PB 3140 

トレイ3 ( LCT ) 

imagio A 4 大量給紙トレイ RT 3020 

大量給紙トレイ ( LCT ) 




























1. 本機の概要 


商品名 

略称 

imagio サイドトレイタイプリ 

左トレイ 

imagio ルサイズ用紙対応カセットタイプ31 

ルサイズカセット 

imagio サプライテーブル TB 3010 

サプライテーブル 

imagio インナーシフトトレイ SH 3060 

シフ h h レイ 

imagio 中継ユニット目 U 3060 

中継ュニット 

imagio 八ンドセット HS 3010 

八ンドセット 

imagio BMLinkS カードタイプ31 

目 MLinkS 力ード 

imagio PCL ェミュレーシヨンカードタイプ31 

PCL 力ード 

imagio PS 3 カードタイプ31 

PS 3 力ード 

imagio ェミュレーシヨンカードタイプ31 

ェミュレーシヨンカード 

imagio マルチェミュレーシヨンカードタイプ31 

マルチェミュレーシヨンカード 

imagio VM カードタイプ31 

VM 力ード 

リコーキーカード MK 1 

キーカード 

リコーキーカウンター 

キーカウンター 

リコー PPC キーカウンター取付ユニットタイプ N 3 

キーカウンター取り付け台 

リコーキーカウンター受 

キーカウンター受け 

imagio 課金オプシヨン置き台タイプ30 

課金オプシヨン置き台 

imagio 課金用インターフェースボードタイプ3 

課金用インターフェースボード 

Ridoc 10 Analyzer と Ridoc 10 Analyzer Lt 

Ridoc 10 Analvzer *"' 


*1 詳しくは、 P .89「 Ridoc の Analyzer でできること」を参照してくださし、。 
























機種別機能一覧 


機種別機能一覧 


機種名- モデル 名 

コピー 機能 

ドキュメン 
トボックス 
機能 

プリンター 
機能 

スキャナー 

機能 

ファクス 機 
能 

imagio MP 5002 

標準装備 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

imagio MP 5002 SP 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

オプション 

imagio MP 5002 SPF 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

imagio MP 4002 

標準装備 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

imagio MP 400 2 F 

標準装備 

オプション 

オプション 

オプション 

標準装備 

imagio MP 400 2 SP 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

オプション 

imagio MP 4002 SPF 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

標準装備 

標準装備 


標準装備されるオプション 


機種名- モデル 名 

プリン ター， 
スキャナーユ 

ニット 

ファクスユ 

ニット 

自動原稿送 
り装置 
(ADF) 

HD キット 

本体上トレ 
ィ 

imagio MP 5002 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

imagio MP 500 2 SP 

標準 

オプション 

オプション 

標準 

オプション 

imagio MP 5002 

SPF 

標準 

標準 

標準 

標準 

標準 

imagio MP 4002 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

オプション 

imagio MP 400 2 F 

オプション 

標準 

標準 

オプション 

標準 

imagio MP 400 2 SP 

標準 

オプション 

オプション 

標準 

オプション 

imagio MP 4002 

SPF 

標準 

標準 

標準 

標準 

標準 





























1. 本機の概要 


オプシヨンが必要な機能一覧 

いくつかの機能を使用するときは、オプシヨンが必要です。 

imagio MP 5002/4002 

•コピー機能 


機能 

オプション品 

• 大量原稿 
• SADF 
• サイズ混載 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 

シフトソート 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

•シフ h h レイ 
• 1000枚フィニッシャー 

• 3000枚フィニッシャー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

スタック 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

•シフ h h レイ 
• 1000枚フィニッシャー 

• 3000枚フィニッシャー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

ステープル 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 1000枚フィニッシャー 

• 3000枚フィニッシャ ー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

ステープル（中とじ） 

2000枚中とじフィニッシャー 

パンチ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 3000枚フィニッシャー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

• 予約コピー 
• 機密管理ナンバリング 
• スタンプ印字 
• ユーザー スタンプ印き 
•文書蓄積（ドキュメントボックス機 
能） 

• 製本 

HD キット 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


-ファクス機能 













オプションが必要な機能一覧 


機能 

オプション品 

ファクス機能 

ファクスユニット 

• IP - ファクス機能 

• インターネットファクス機能 
-メール送信機能 
• フォルダー送信機能 

• Mail to Print 

HD キットとプリンター * スキャナーユ 

ニット 

• 増設 G 3/ G 4 回線を利用した送信 
• 増設 G 3/ G 4 回線を利用した回線別 
配信 

増設 G 3 ユニットと G 4 ユニット 

• 「微細き」での送信 
• 「細かいき」、「微細き」での受信 

FAX メモリー 

回線別排紙先設定 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 本体上トレイ 
• インナーシフトトレイ 
•左 h レイ 

• 2000枚中とじフィニッシャ ー 

• 3000枚フィニッシャー 

排紙位置シフト機能 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• インナーシフトトレイ 

• 2000枚中とじフィニッシャ ー 

• 3000枚フィニッシャー 

ファクス連携 * J 

HD キット、リモート FAX カード、プリン 
ター.スキャナーユニット 

• 済スタンプ 
• 両面原稿（の読み取り） 

• サイズ混載 
• 白紙原稿の検知 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 

• サブアドレス 
• UUI 

• に DN ダイヤルイン番号を利用した配 
信 

-受信側-送信側情報印字 
• 送信側情報印字 （ G 4 用） 

G 4 ユニット 

• PC ファクス 

• Web Image Monitor を利用したファ 
クス情報の管理 

• ファクス受信文書のパソコンへの配 
信 

HD キット、プリンター•スキャナーユニッ 

h 















1. 本機の概要 


機能 

オプション品 

• に DN -3 G 回線登録 
• に DN -4 G 回線登録 
• G 4 発信元情報 

G 4 ユニット 

• プレビュー 

• 受信文書設定-蓄積 

HD キット 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


*1 操作側の機器には、ファクスユニットは必要ありません。リモート FAX カードは操 
作側の機器と連携機のどちらにも取り付ける必要があります。 


• プリンター機能 


機能 

オプション品 

プリンター機能 

プリンター.スキャナーユニット 

パンチ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 3000枚フイニッシャー 

• 2000枚中とじフイニッシャー 

ステープル 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 1000枚フイニッシャー 

• 3000枚フイニッシャ ー 

• 2000枚中とじフイニッシャー 

ソート 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 1000枚フイニッシャー 

• 3000枚フイニッシャ ー 

• 2000枚中とじフイニッシャー 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


• スキャナー機能 


機能 

オプション品 

スキャナー機能 

プリンター * スキヤナーユニット 

• ミ斉スタンプ 
• 両面原稿（の読み取り） 

• サイズ混載 
• 白紙原稿の検知 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


• その他 




















オプションが必要な機能一覧 


機能 

オプション品 

NetWare 

NetWare 対応カード 

拡張機能 

VM 力ード 

ブラウザー機能 

プリンター•スキャナーユニット、 HD キッ 
卜、 Web アクセスカード 

• 「インフオメーシヨン画面」にユー 
ザーごとの集計結果を表示する 
• ユーザー用ホーム画面を表示する 

HD キット 


imagio MP 5002 SP/4002 SP 

•コピー機能 


機能 

オプション品 

• 大量原稿 
• SADF 
• サイズ混載 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 

シフトソート 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

•シフ h h レイ 
• 1000枚フィニッシャー 

• 3000枚フィニッシャ ー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

スタック 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

•シフ h h レイ 
• 1000枚フィニッシャー 

• 3000枚フィニッシャ ー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

ステープレ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 1000枚フィニッシャー 

• 3000枚フィニッシャー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

ステープル（中とじ） 

2000枚中とじフィニッシャー 

パンチ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 3000枚フィニッシャ ー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


-ファクス機能 


















1. 本機の概要 


機能 

オプション品 

ファクス機能 

ファクスユニット 

• 増設 G 3/ G 4 回線を利用した送信 
• 増設 G 3/ G 4 回線を利用した回線別 
配信 

増設 G 3 ユニットと G 4 ユニット 

• 「微細き」での送信 
• 「細かいき」、「微細き」での受信 

FAX メモリー 

回線別排紙先設定 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 本体上トレイ 
• インナーシフトトレイ 
•左 h レイ 

• 2000枚中とじフィニッシャ ー 

• 3000枚フィニッシャー 

排紙位置シフト機能 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• インナーシフトトレイ 

• 2000枚中とじフィニッシャ ー 

• 3000枚フィニッシャー 

ファクス連携 * J 

リモート FAX カード 

• ミ斉スタンプ 
• 両面原稿（の読み取り） 

• サイズ混載 
• 白紙原稿の検知 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 

• サブアドレス 
• UUI 

• に DN ダイヤルイン番号を利用した配 
信 

-受信側-送信側情報印字 
• 送信側情報印字 （ G 4 用） 

G 4 ユニット 

• に DN -3 G 回線登録 

• ISDN -4 G 回線登録 

• G 4 発信元情報 

G 4 ユニット 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


*1 操作側の機器には、ファクスユニットは必要ありません。リモート FAX カードは操 
作側の機器と連携機のどちらにも取り付ける必要があります。 

プリンター機能 















オプションが必要な機能一覧 


機能 

オプション品 

パンチ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 3000枚フイニッシヤ ー 

• 2000枚中とじフイニッシヤー 

ス テープ レ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 1000枚フイニッシヤー 

• 3000枚フイニッシヤー 

• 2000枚中とじフイニッシヤー 

ソート 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 1000枚フイニッシヤー 

• 3000枚フイニッシヤ ー 

• 2000枚中とじフイニッシヤー 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


• スキャナー機能 


機能 

オプション品 

• 済スタンプ 
• 両面原稿（の読み取り） 

• サイズ混載 
• 白紙原稿の検知 

自動原稿送り装置 ( ADF ) 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


• その他 


機能 

オプション品 

NetWare 

NetWare 対応カード 

拡張機能 

VM 力ード 

ブラウザー機能 

Web アクセスカード 


imagio MP 4002 F 

•コピー機能 


機能 

オプション品 

シフトソート 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

•シフ h h レイ 
• 1000枚フィニッシャ ー 

• 3000枚フィニッシャ ー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 





















1. 本機の概要 


機能 

オプション品 

スタック 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

•シフ h h レイ 
• 1000枚フィニッシャー 

• 3000枚フィニッシャ ー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

ステープレ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 1000枚フィニッシャー 

• 3000枚フィニッシャー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

ステープル（中とじ） 

2000枚中とじフィニッシャー 

パンチ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 3000枚フィニッシャ ー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

• 予約コピー 
• 機密管理ナンバリング 
• スタンプ印字 
• ユーザースタンプ印き 
•文書蓄積（ドキュメントボックス機 
能） 

• 製本 

HD キット 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


• ファクス機能 


機能 

オプション品 

• IP - ファクス機能 

• インターネットファクス機能 

• メール送信機能 

-フォルダー送信機能 

• Mail to Print 

プリンター.スキャナーユニットと HD 
キット 

• 増設 G 3/ G 4 回線を利用した送信 
• 増設 G 3/ G 4 回線を利用した回線別 
配信 

増設 G 3 ユニットと G 4 ユニット 

• 「微細き」での送信 
• 「細かいき」、「微細き」での受信 

FAX メモリー 
















オプションが必要な機能一覧 


機能 

オプション品 

回線別排紙先設定 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 本体上トレイ 
• インナーシフトトレイ 
•左 h レイ 

• 2000枚中とじフィニッシャ ー 

• 3000枚フィニッシャー 

排紙位置シフト機能 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• インナーシフトトレイ 

• 2000枚中とじフィニッシャ ー 

• 3000枚フィニッシャー 

ファクス連携 * J 

HD キット、リモート FAX カード、プリン 
夕—.スキャナーユニット 

• サブアドレス 
• UUI 

• に DN ダイヤルイン番号を利用した配 
信 

• 受信側-送信側情報印字 
• 送信側情報印き （ G 4 用） 

G 4 ユニット 

• PC ファクス 

• Web Image Monitor を利用したファ 
クス情報の管理 

• ファクス受信文書のパソコンへの配 
信 

プリンター.スキャナーユニットと HD 
キット 

• に DN -3 G 回線登録 

• ISDN -4 G 回線登録 

• G 4 発信元情報 

G 4 ユニット 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


*1 操作側の機器には、ファクスユニットは必要ありません。リモート FAX カードは操 
作側の機器と連携機のどちらにも取り付ける必要があります。 

-プリンター機能 


機能 

オプション品 

プリンター機能 

プリンター * スキヤナーユニット 

パンチ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 3000枚フイニッシヤー 

• 2000枚中とじフイニッシヤー 
















1. 本機の概要 


機能 

オプション品 

ステープル 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 1000枚フイニッシャー 

• 3000枚フイニッシャ ー 

• 2000枚中とじフイニッシャー 

ソート 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 1000枚フイニッシャー 

• 3000枚フイニッシャー 

• 2000枚中とじフイニッシャー 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


• スキャナー機能 


機能 

オプション品 

スキャナー機能 

プリンター . スキャナーユニット 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


• その他 


機能 

オプション品 

ホーム画面からアイコンを登録する 

プリンター-スキャナーユニット 

NetWare 

NetWare 対応カード 

拡張機能 

VM 力ード 

ブラウザー機能 

プリンタ ー•スキャナーユニット、 HD キッ 
卜、 Web アクセスカード 

• 「インフオメーシヨン画面」にユー 
ザーごとの集計結果を表示する 
• ユーザー用ホーム画面を表示する 

プリンター•スキャナーユニット、 HD キッ 
卜、 Web アクセスカード 


imagio MP 5002 SPF/4002 SPF 

•コピー機能 


機能 

オプション品 

シフトソート 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

•シフ h h レイ 
• 1000枚フィニッシャー 

• 3000枚フィニッシャー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 






















オプションが必要な機能一覧 


機能 

オプション品 

スタック 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

•シフ h h レイ 
• 1000枚フィニッシャー 

• 3000枚フィニッシャ ー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

ステープレ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 1000枚フィニッシャー 

• 3000枚フィニッシャー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

ステープル（中とじ） 

2000枚中とじフィニッシャー 

パンチ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 3000枚フィニッシャ ー 

• 2000枚中とじフィニッシャー 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


ファクス機能 


機能 

オプション品 

• 増設 G 3/ G 4 回線を利用した送信 
• 増設 G 3/ G 4 回線を利用した回線別 
配信 

増設 G 3 ユニットと G 4 ユニット 

• 「微細き」での送信 
• 「細かいき」、「微細き」での受信 

FAX メモリー 

回線別排紙先設定 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 本体上トレイ 
• インナーシフトトレイ 
•左 h レィ 

• 2000枚中とじフィニッシャ ー 

• 3000枚フィニッシャー 

排紙位置シフト機能 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• インナーシフトトレイ 

• 2000枚中とじフィニッシャ ー 

• 3000枚フィニッシャー 

ファクス連携 * J 

リモート FAX カード 

















1. 本機の概要 


機能 

オプション品 

• サブアドレス 
• UUI 

• に DN ダイヤルイン番号を利用した配 
信 

• 受信側-送信側情報印字 
• 送信側情報印き （ G 4 用） 

G 4 ユニット 

• に DN -3 G 回線登録 
• に DN -4 G 回線登録 
• G 4 発信元情報 

G 4 ユニット 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


*1 操作側の機器には、ファクスユニットは必要ありません。リモート FAX カードは操 
作側の機器と連携機のどちらにも取り付ける必要があります。 

• プリンター機能 


機能 

オプション品 

パンチ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 3000枚フイニッシャ ー 

• 2000枚中とじフイニッシャー 

ス テープ レ 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 1000枚フイニッシャー 

• 3000枚フイニッシャー 

• 2000枚中とじフイニッシャー 

ソート 

次のうち、いずれか1つのオプション品が 
必要 

• 1000枚フイニッシャー 

• 3000枚フイニッシャ ー 

• 2000枚中とじフイニッシャー 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


• スキャナー機能 


機能 

オプション品 

不正コピーガード 

不正コピーガードモジュール 


• その他 


機能 

オプション品 

NetWare 

NetWare 対応カード 

拡張機能 

VM 力ード 





















オプションが必要な機能一覧 


機能 

オプション品 

ブラウザー機能 

Web アクセスカード 


〇 補足 ） 

.フィニッシャーを装着するには、中継ユニットと2段給紙トレイ、または中継ユニッ 
卜とトレイ3 ( LCT ) が必要です。 








1. 本機の概要 


本体各部の名称とはたらき 

〇 重要 ） 

•通風孔に物を置いたり、立てかけたりして通風孔をふさがないでください。機械内部 
の温度が上昇すると、故障の原因になりまず。 

本体前面（左側） 



1. 原稿カバーまたは自動原稿送り装置 (ADF) 

イラストは自動原稿送り装置 ( ADF ) 装着時のものです。 

原稿ガラスにセットした原稿を押さえます。 

自動原稿送り装置 （ ADF ) は、一度にセットした複数枚の原稿を1枚ずつ自動的に送ります。 

2. 原稿ガラス 

原稿をセットします。 

3. 通風孔 

機械内部の温度上昇を防止します。 

4. 主電源スイッチ 

本機を使用するときは、主電源スイッチを 「 On 」 にしてください。 「 S ね ndby 」 になっている 
ときは、カバーを開けて主電源スイッチを 「 On 」 にしてください。 P .75 「主電源スイッチ」 

を参照してください。 




















































本体各部の名称とはたらき 


5. 操作部 

P .26 「操作部の名称とはたらき」を参照してください。 

6. 本体トレイ 

コピーやプリンターの出力紙やファクスの受信紙が印刷面を下にして排出されます。 

7. 前 カバー 

ト ナーを交換するとき に開けます。 

8. 給紙 トレイ 

用紙をセットします。 

9. 給紙 テーブル 
用紙をセットします。 

本体前面（右側） 


1 2 



1 . 通風孔 

機械内部の温度上昇を防止します。 

2. 手差しトレイ 

普通紙の他に、 OHP フィルムやラベル紙（八クリ紙）などにコピーや印刷をするときに使用し 
ます。 

3. 用紙ガイド板 

手差しトレイに用紙をセツトするときは、用紙ガイド板を用紙サイズに合わせます。 





































1. 本機の概要 


4. 延長トレイ 

A 4 口より大きい用紙を手差しトレイにセツトするときに、この延長トレイを引き出します。 

5. 右下 カバー 

つまった用紙を取り除くときに開けます。 


本体背面（左側） 

1 


CJR302 



1 . 通風孔 

機械内部の温度上昇を防止します。 

2. リモート管理サービス接続口 

インターネット回線を利用したリモート管理サービス (©Remote (アットリモート ）） 運用時 
に使用します。詳しくは、『保守/仕様』「リモート管理サービスを利用する」を参照してくださ 
い0 













































おちなオプションのはたらき 


おもなオプションのはたらき 

外部に取り付けるオプション 



1. 原稿 カバー 

原稿ガラスにセットした原稿を押さえます。 

2. 自動原稿送り装置 ( ADF ) 

セットされた複数枚の原稿を1枚ずつ読み取りガラスに送ります。 

3. キーカウンター 

コピー/プリンターの使用量を計ります。 

4. キーカード 

部署ごとのコピー/プリンター使用量を記憶し、表示、集計する印刷量管理装置です。 























































































1. 本機の概要 


5. 課金オプション置き台 

キーカードまたはキーカウンターを取り付けるための台です。 

6. 八ンドセット 

ファクスユニットを装着したときに受話器として使用できます。 

オンフックダイヤルやマニュアルダイヤル機能が使用できるようになり、本機を電話として使 
用できるよラになります。 

7. ルサイズカセット 

ルさなサイズの用紙や封筒、はがきなどをセットできます。給紙トレイや給紙テーブルのトレ 
イと入れ替えてください。詳しくは、 P.93 「ルサイズカセットを取り付ける」を参照してく 
ださい。 

8. サプライ テーブル 
消耗品が収納できます。 

9. トレイ3 ( LCT ) 

A4 口の用紙を最大 2,500 枚セットできます。 

10. 大量給紙トレイ （ LCT ) 

A4 口の用紙を最大 1,500 枚セットできます。 

11. 2段給紙テーブル 

2段の給紙トレイです。 

12. 本体上トレイ 

排紙先として設定されているとき、コピーやプリンターの出力紙やファクスの受信紙が印刷面 
を下にして排出されます。 

13. 中継ユニット 

フィニッシャーに出力紙を送ります。 

14. シフトトレイ 

複数の出力紙を仕分けたり、ページごとにそろえて排紙します。 

15. 左トレイ 

排紙先として設定されているとき、コピーやプリンターの出力紙やファクスの受信紙が印刷面 
を下にして排出されます。 

16. 3000枚フイニッシャー 

複数の出力紙を仕分けたり、ステープラーでとじたりします。パンチ巧をあけることもできま 
す。 

3000 枚フイニッシャーは、次のトレイで構成されています。 

• フイニッシャー•上トレイ 
• フイニッシヤー * シフトトレイ 

17. 2000枚中とじフイニッシャ ー 

複数の出力紙を仕分けたり、ステープラーでとじたりします。また、中とじステープルをして 
本のように折って製本したり、パンチ巧をあけたりすることもできます。 

2000枚中とじフイニッシャーは、次のトレイで構成されています。 



おちなオプションのはたらき 


• フイニッシャー •上トレイ 
• フイニッシヤ ー • シフト トレイ 
• フイニッシャ ー. 中とじ トレイ 

18. 1000枚フイニッシャ ー 

複数の出力紙を仕分けたり、ステープラーでとじたりします。 

1000枚フイニッシャーは、次のトレイで構成されています。 

• フイニッシャー • 上トレイ 
• フイニッシヤー-シフト トレイ 
Q 補足 ） 

• 複数のフイニッシャーを同時に装着することはできません。 

•キーカウンター装着時には、キーカウンター取り付け台、課金オプション置き台、 
キーカウンター受けが必要です。 

• キーカード装着時には、課金オプション置き台と課金用インターフェースボードが必 
要です。 


内部に取り付けるオプション 

• HD キット 

ドキュメントボックス機能が使用できます。 

• ファクスユニット 
ファクス 機能が使用できます。 

• プリンター • スキャナーユニット 
プリンター機能、スキャナー機能が使用できます。 

• 増設 G 3 ユニット 
G 3 回線をもう J つ増設できます。 

G 4 ユニットを装着していないときは、最大2つまで装着できます。 

• G 4 ユニット 

に DN と接続できます。 

次の機能を使えるようになります。 

• サブアドレス 
• UUI 

マイラインの事業者選択で NTT が外の事業者をしているときは、各種レポートの通話 
料金は記載されません。 

• FAX メモリー 

FAX メモリーを使うと 28 M 目（標準 4 MB ) に増設できます。 





1. 本機の概要 


「微細字」での送受信、および「細かい字」での受信が可能になります。また、メモ 
リーに蓄積できる原稿の枚数を増やすことができます。 

• ェミュレーションカード 

R16、R55、R98、RTIFF、RP-GL/2 が含まれたェミュレーションカードです。 

• マルチェミュレーションカード 

R16、R55、R98、RTIFF、RP-GL/2、PostScript 3が含まれたマルチェミュレーション 
カードです。 

• PS3 力ード 

PostScript 3による出力ができます。 

• PCL 力ード 

PCL6 (PCLXL/PCL5e) による出力ができます。 

• BMLinkS 力ード 

BMLinkS 力ードを取り付けることにより、 BMLinkS 対応のプリンターになります。 

• 拡張1284ボード 
IEEE1284 ケーブルで接続できます。 

• 拡張無線 LAN ボード 
無線 LAN でネットワークに接続できます。 

• Bluetooth オプション 

Bluetooth に対応している機器と通信できます。 

• 拡張睾ガビットイーサネットボード 
1 000BASE-T で通信できます。 

• 拡張データ変換ボード 

コピー機能やドキュメントボックス機能、プリンター機能で蓄積した文書をダウン 
ロー ドするときに必要です。 

• VM 力ード 

Embedded Software Architecture アプリケーションなどをインストールするための 
カードです。 

•Web アクセスカード 

インターネットにアクセスできます。操作部に表示された Web ページを印刷するこ 
ともできます。 

• リモート FAX 力ード 

ファクスユニットを取り付けた他機を利用して、ファクスの送受信ができます。 

• NetWare 対応カード 

NetWare サーバーを使用するときに必要です。 

• 不正コピーガードモジュール 



おちなオプションのはたらき 


不正コピーガードの地紋がついている文書をコピーすると、画像を抹消してグレー地 
にします。 

〇 補足 ） 

•拡張無線 LAN ボード、 Bluetooth オプションは、いずれか1つしか装着できません。 

•拡張1284ボード、拡張無線 LAN ボード、拡張睾ガビットイーサネットボード、拡張 
データ変換ボードは、いずれか1つしか装着できません。 

•ェミュレーションカード、マルチェミュレーションカード、 PS 3 カードは、いずれか 
1つしか装着できません。 

本体上トレイに出力した用紙がそっているとき 

印刷した用紙がそっているときは、本体上トレイのガイドを起こしてください。 

本体上トレイのガイドを起こずとき 

本体上トレイの裏側にあるレバーを内側に押してください。 



本体上トレイのガイドを元に戻ずとき 

ガイドの上部を押し下げてく ださい。 













































1. 本機の概要 


操作部の名称とはたらき 

イラストはフルオプション時のものです。 

1 2 3 


4 5 6 



1. [ホーム]キー 

ホーム画面を表示するときに押します。 P.40 「ホーム画面の見かた」を参照してください。 

2. 機能キー 

「コピー」「ドキュメントボックス」「ファクス」「プリンター」「スキャナー」の各機能の操作画 
面に切り替えます。 P.37 「機能キーを使用して機能を切り替える」を参照してください。 
機能キーには、よく使用する機能やプログラム、 Web ページを割り当てることもできます。詳 
しくは、 P.37 「機能キーを設定する」を参照してください。 

3. 画面 

各機能の操作をするためのキーが表示されます。また、操作の状態やメッセージを表示します。 
P.40 「ホーム画面の見かた」、 P.43 「操作画面の見かた」を参照してください。 

4. [リセット]キー 

設定した内容を取り消します。 


團単画面 
















































操作部の名称とはたらき 


5.[プログラム]キー（コピー機能、ファクス機能、ドキュメントボックス機能、スキャナー機 
能） 


•よく使用する設定をプログラムとして登録したり、呼び出したりします。『便利な機能』 
「よく使用する設定を登録する」を参照してください。 

•電源を入れた直後、オートクリアしたとき、またはリセットしたときの初期画面の状態を 
設定します。『便利な機能』「初期画面に表示される機能を変更する」を参照してくださ 

い。 

6. [割り込み]キー 

使用中に割り込んで、別の原稿をコピーします。『コピー/ドキュメントボックス』「割り込みコ 
ピー」を参照してください。 

7. 主 電源 ランプ 

主電源ランプは、主電源スイッチが 「 On 」 のときに点灯します。 

8. [省エネ] キー 

低電カモードまたはスリープモードの状態になります。もう1度押すと、低電カモードまたは 
スリープモードが解除されます。 P .77 「節電」を参照してください。 

お電カモード時は、[省エネ]キーが点灯します。スリープモード時は、[省エネ]キーがゆっ 
くり明るくなったり暗くなったりします。 

9. [ログイン/ログアウト]キー 

□グインまたはログアウトするときに押します。 

10. [初期設定/カウンター]キー 

• 初期設定 

使用条件に合わせて、初期設定値や操作条件を変更します。『ネットワークの接続/システ 
ム初期設定』「初期設定を変更する」を参照してください。 

• カウンター 

印刷した用紙の合計枚数を表示、印刷します。『保守/仕様』「カウンター」を参照してくだ 
さい。 

機械の修理やトナーの発をの連絡先も確認できます。連絡先を出力することもできます。『保 
守/仕様』「初期設定から問い合わせ情報を確認する」を参照してください。 

11. [簡単画面]キー 

画面を簡単画面に切り替えます。 P .65 「画面パターンを切り替える」を参照してください。 

12. [#] キー（エンターキー） 

入力した数値や指定を確定します。 

13. [スタート]キー 

原稿の読み取りや出力紙の印刷や送信を開始します。 

14. [試しコピ ー] キー 

複数部数を印刷するときに、1部だけ出力し、仕上がりを確認できます。『コピー/ドキュメン 
トボックス』「試しコピー」を参照してください。 

15. [ストップ]キー 

原稿の読み取り、ファクスの送信や出力紙の印刷を中断します。 



1. 本機の概要 


16. [クリア]キー 

入力した数値を取り消します。 

17. テンキー 

印刷枚数やファクス番号などの数きを入力します。 

18. [状態確認]キー 

本機の状態、各機能の状態、実行中ジョブの状態を確認できます。ジョブ履歴や本機の保守情 
報を確認することもできます。 

19. データインランプ（ファクス機能、プリンター機能） 

プリンタードライバーや PC FAX ドライバーからデータが送られてきたときに点滅します。 

20. 通信中ランプ、代行受信ランプ、親展受信ランプ 

• 通信中ランプ 
送信中、受信中に点灯します。 

• 代行受信ランプ 

F コード親展ボックスに受信、または封筒受信が外にファクスのメモリーに受信文書を蕾 
積すると点灯します。 

『ファクス』「代行受信」を参照してください。 

• 親展受信ランプ（回） 

F コード親展ボックスに受信したときに点灯します。 

封筒受信したときは点滅します。 

『ファクス』 「 F コード親展ボックスを使用する」、「封筒受信した文書を印刷する」を参照 
してください。 

21. メディアアクセスランプ 

メディアスロットに携帯用の外部メディア （ SD カード、 US 目メモリー）を差し込んでいると 
光ります。 

22. メディアスロット 

外部メディアを差し込みます。 

操作部の角度を調整ずる 

画面が見やすいよラに、操作部の角度を調整ができます。 



操作部の名称とはたらき 


1|操作部の両脇を持って、垂直方向の角度を調整しまず。 












1. 本機の概要 


外部メディアを取り付ける/取り外ず 

A を意 



• SD 力ード、 US 目メモリーは、子供の手に触れないようにしてくださ 
し、。もし子供が誤って SD 力ード、 US 目メモリーを飲み込んだときは、 
直ちに医師の診断を受けてください。 


G 重要 ) 

• データ書き込み中には、本体の主電源スイッチを切らないでください。書き込み中の 
データが破損することがあります。データ書き込み中にやむをえず本体の電源が切 
れてしまったときは、お使いのメディア内のデータを確認してください。 

•使用できる外部メディアは USB メモリーと SD 力ードです。ただし、すべての USB 
メモリーや SD 力ードで動作を保証するものではありません。推奨する外部メディア 
についてはリコーホームぺージをご覧ください。 

• 外部メディアは、 FAT 16 または FAT 32 ファイルシステムでフォーマットされたものを 
使用してください。他のファイルシステムには対応していません。 

• 外付けの USB 八ブや力ードリーダーなどは使用できません。 

•本機が外部メディアのデータにアクセスしている間は、本体の電源を切ったり、外部 
メディアを抜いたりしないでください。外部メディア内のデータが破損することが 
あります。 


•本機が外部メディアのデータにアクセスしている間に、本体の電源が切れたり、外部 
メディアが抜けたりしたときは、外部メディア内のデータを確認してください。 

•大切な文書やデータは、必ずコピーまたはバックアップしてください。お客様が操作 
をミスしたり本機に異常が生じたりしたときに、文書やデータが消失ずることがあり 
まず。本機の故障による損害、文書やデータの消失による損害、その他本機の使用に 
より生じた損害について、当社は一切その責任を負えませんのであらかじめご了承く 
ださい。 

Q 補足 ） 

• 外部メディアを差し込んでもメディアアクセスランプが点灯しないときは、次のよう 
に対処してください。 

• 外部メディアをセットし直してください。 

• 外部メディアが壊れている可能性があります。 SD カードのお買い上げ店などに 
相談してください。 








外部メディアを取り付ける/取り外す 


SD 力ードを取り付ける 


0 重要 ) 

•使用できる SD 力ードの容量は 32 G 目が下 （ SD または SDHC ) でず 。 SDXC メモリー 
カードには対応していません。 


• SD カード挿入口には、 SD カードが外のものを挿入しないでください。故障の原因に 
なります。 

1 iSD カードの向きを確認し、メディアスロツトにカチツと音がずるまでまつず 
ぐ差し込みまず。 



正しくセットできると、メディアアクセスランプが点灯します。 

〇 補足 ） 

• SD 力ードのデータを読み込むとき、または SD 力ードにデータを書き込むとき、メ 
デイアアクセスランプが点滅します。 


USB メモリーを取り付ける 


0 重要 ) 

• USB メモリーの種類によっては、使用できないことがあります。 

• USB メモリーを取り付けるときは、延長ケーブルを使用しないで、メディアスロット 
に直接取り付けてください。 

• 使用する USB メモリーがパスワード設定などのセキュリティー機能を有効にしてい 
るときは、正しく動作しないことがありまず。 

• USB メモリー挿入口には 、 USB メモリーが外のものを挿入しないでください。故障 
の原因になりまず。 






















1. 本機の概要 


1. USB メモリーの向きを確認し、メディアスロットの奥に突き当たるまでまつ 
ずぐ差し込みまず。 



正しくセツトできると、メディアアクセスランプが点灯します。 

〇 補足 ） 

• USB メモリーが取り付けられていると、メディアアクセスランプが点灯します。 

SD カードを取り外ず 

1. メディアアクセススランプが点滅していないことを確認しまず。 

2. SD カードを軽く押してから離しまず。 



3 iSD 力ードをつまんで、ゆっくり引き抜きまず。 





















外部メディアを取り付ける/取り外す 


USB メモリーを取り外ず 
1. USB メモリーをゆっくり引き抜きまず。 













1. 本機の概要 



2 . 操作画面を使用ずる 


操作画面の使いかたについて説明します。 


機能を切り替える 


か甫足 


•次の状態のとき、機能の切り替えはできません。 

• ファクス送信文書を読み取っているとき 
• 直接送信で文書を送信しているとき 

• 「初期設定/カウンター/問い合わせ情報」画面が表示されているとき 
• 割り込みコピーしているとき 
• オンフックダイヤルを使用しているとき 
• 文書を読み取っているとき 

•工場出荷時の設定では、電源を入れたときにホーム画面が表示されます。この設定は 
[優先機能設定]で変更できます。『ネットワークの接続/システム初期設定』「システ 
ム初期設定」を参照してください。 

ホーム画面を呼び出ず 
1| [ホーム]キーを押しまず。 



〇 補足 


ホーム画面には、各機能やショートカットのアイコン、または企業ロゴなどが表示さ 
れます。詳しくは、 P .40 「ホーム画面の見かた」を参照してください。 

各機能を使用するときは、ホーム画面のアイコンを押して機能を切り替えます。詳し 
くは、 P .36 「ホーム画面のアイコンを押して機能を切り替える」を参照してくださ 
し、。 


代行受信 





















2. 操作画面を使用する 


ホーム画面のアイコンを押して機能を切り替える 


ホーム画面に表示されているそれぞれのアイコンを軽く押して、機能を切り替えられま 
す。 

〇 重要 ) 


•画面に強い衝撃や力を加えないでください。破廈の原因になります。約 30 N (約 
3 kgf ) が限界でず。 （ N はニュートンでず。 kgf は重量キログラムです。 " Ikgf は約 9.8 N 
です。） 
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Q 補足 ) 

•ホーム画面の見かたについては、 P .40 「ホーム画面の見かた」を参照してください。 
•各機能の画面の見かたについては、 P .43 「操作画面の見かた」を参照してください。 























































































































































機能を切り替える 


機能キーを使用して機能を切り替える 


操作部左側の機能キーを押して、機能を切り替えられます。 
工場出荷時の状態では、次のように切り替わります。 

コピー ファクス 


I 偽コピー 
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か甫足 


各機能の画面の見かたについては、 P .43 「操作画面の見かた」を参照してください。 


機能キーを設定ずる 

機能キーに機能やプログラムなどを自由に割り当てることができます。 




















































































































2. 操作画面を使用する 



1 . 機能キー1 

2. 機能キー2 

3. 機能キー3 

4. 機能キー4 

5. 機能キー5 

機能キーに割り当てられる機能 

•コピー機能 

• ドキュメントボックス機能 
-ファクス機能 
-プリンター機能 
• スキャナー機能 
-ブラウザー機能 

• Embedded Software Architecture ソノ プリケーンヨン 

•ブラウザー機能で[お気に入り]に登録した Web ぺージ 

•コピー機能、ファクス機能、またはスキャナー機能から登録したプログラム 

1| [初期設定/カウンター]キーを押しまず。 



[システム初期設定]を押しまず。 

































機能を切り替える 


3 i [基本設定]タブが選択されていることを確認しまず。 

ん[機能キー割り当て設定]を押しまず。 

5. [機能キー 1] 〜[機能キー 5] から、機能を割り当てる機能キーを選択しま 
ず。 

も割り当てる機能を選択し、[設定]を押しまず。 

割り当てた機能を解除するときは、指りり当てない]を選択し、[設定]を押します。 

7. [初期設定/カウンター]キーを押しまず。 

〇 補足 ） 

• 1つの機能キーに複数の機能を割り当てることはできません。 

• 複数の機能キーに同一の機能またはプログラムを割り当てることはできません。 

• Web Image Monitor からも設定できます。詳しくは、 Web Image Monitor のヘルプを 
参照してください。 

•Web ページを[お気に入り]に登録する方法は、『便利な機能』「よく見る Web ペー 
ジをお気に入りに追加する」を参照してください。 

. プログラムを登録する方法は、『便利な機能』「プログラムに設定を登録する」を参照 
してください。 

システムリセット 

一定時間何も操作しないと、[優先機能設定]で設定した機能の画面に自動的に切り替え 
たり、割り込みコピーを解除します。これを「システムリセット」といいます。 

[優先機能設定]の設定方法は『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設 
定」を参照してください。 

システムリセットされるまでの時間を[システムオートリセット時間設定]で設定できま 
す。『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照してください。 





2. 操作画面を使用する 


ホーム画面の見かた 

ホーム画面には、各機能のアイコンが表示されます。 

ホーム画面には、いつも使用する機能や Web ぺージをシヨートカットアイコンとして登 
録できます。ワンタッチで機能を起動できます。 

ホーム画面を表示するには、操作部の[ホーム]キーを押します。 

〇 重要 ） 

•画面に強い衝撃や力を加えないでください。破損の原因になります。約 30N (約 
3kgf) が限界でず。 （N はニュートンでず。 kgf は重量キログラムです。 1kgf は約 9.8N 
でず。） 


1 2 3 4 5 



9 8 7 


1. [コピー] ◎ 

コピーするときに押します。 

コピー機能の使いかたは、『コピ ー/ ドキュメントボックス』を参照してくださし、。 

2. [フ アクス]© 

ファクスを送受信するときに押します。 

ファクス機能の使いかたは、『ファクス』を参照してください。 

3. [スキヤナー] ◎ 

原稿を読み取って、データ化するときに押します。 

スキヤナー機能の使いかたは、『スキヤナー』を参照してください。 

4. [プリンター] ◎ 

本機をプリンターとして使用するための設定を変更するときに押します。 
プリンター機能の設定方法は、『プリンター』を参照してください。 















ホーム画面の見かた 


5. お好みの画像 

企業ロゴなど、お好みの画像を表示できます。画像を変更するときは、『便利な機能』「ホーム 
画面に画像を表示する」を参照してください。 

6 . ▲、 ▼ 

アイコンの一覧がすべて表示されないときに押すと、ページを切り替えます。 

7. ショートカット 

プログラムや Web ページへのショートカットをホーム画面に登録できます。ショートカット 
を登録する方法は、『便利な機能』「アイコンをホーム画面に追加する」を参照してください。 
ショートカツトを登録すると、アイコンの下にプ□グラム番号が表示されます。 


8. [ブラウザ ー]® 


Web ページを表示するときに押します。 

ブラウザー機能の使いかたは、『便利な機能』を参照してください。 

9. [ドキュメントボックス]© 

本機に文書を保存したり、保存した文書を印刷するときに押します。 

ドキュメントボックス機能の使いかたは、『コピ ー/ ドキュメントボックス』を参照してくださ 
い。 

Q 補足 ） 

• Embedded Software Architecture アプリケーシヨンを本機にインストールしたとき 
は、アプリケーション固有のアイコンが表示されます。 

•アイコンの並び順を変更できます。詳しくは、『便利な機能』「ホーム画面のアイコン 
を並べ替える」を参照してください。 

•簡単画面では、1ページに8つのアイコンが表示されます。また、アイコンや文字が 
大きく表示され、簡単に操作できます。標準画面では、 J ページに12個のアイコン 
が表示されます。画面の切り替えについては、 P.65 「画面パターンを切り替える」 

を参照してください。 

ショートカットの設定例 


ショートカット名 

ショートカツトの内容 

参照先 

エココピー 

[両面/集約/分割]で[両面集 
約]を設定します。 

用紙やトナーを節約できます。 

設定方法は、『コピー/ドキュメ 
ントボックス』「両面集約」を 
参照してください。 

日付入り丸秘コピー 

[編集/印き]で[スタンプ印 
き]の[マル秘]と、[日付印 
字]を設定します。 

コピーにマル秘と日付を印き 
することで、セキュリティー意 
識を高められます。 

設定方法は、『コピー/ドキュメ 
ントボックス』「コピーに印き 
する」を参照してください。 










2. 操作画面を使用する 


ショートカット名 

ショートカツトの内容 

参照先 

かんたん PDF スキヤン 

[読み取り条件]で[フルカ 
ラー：文字•写真]を選択しま 
す。[ファイル形式/ファイル 
名]の[ファイル形式]に 
に DF ] を選択し、また[ファ 
イル名]に「大阪支社：日報」 
のような業務内容を入力しま 
す。 

文書を効率的にスキャンでき 
ます。 

設定方法は、『スキャナー』「読 
み取り条件を設定する」、「ファ 
イル形式とファイル名を設定 
する」を参照してください。 







操作画面の見かた 


操作画面の見かた 

画面には、操作の状態、メッセージや機能のメニューが表示されます。 

表示されているそれぞれの機能項目は、軽く押すことによって、項目を選んだり指定した 
りすることができます。 

機能項目が選択、または指定されたとき、のように反転表示されます。機能項目 
が選択、または指定できないときは、 _ ] のようにうすく表示されます。 

〇 重要 ） 

•画面に強い衝撃や力を加えないでください。破廈の原因になりまず。約 30N (約 
3kgf) が限界でず。 （N はニュートンです。 kgf は重量キログラムです。ル gf は約 9.8N 
でず。） 


工場出荷時の設定では、電源を入れたときにホーム画面が表示されます。 

ホーム画面や各機能の画面で表示される内容はオプションの有無によって異なります。 


コピー機能の画面の見かた 


1 2 3 4 5 
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王 


つピー 

2011/10/31 

印刷中：1封 

10:07 
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1. 操作の状態、メッセージ 

操作の状態やメッセージが表示されます。 

2. よく使用ずる倍率 

固定倍率が外でよく使用する倍率を、[変倍率設定]で 3 つまで登録できます。詳しくは、『コ 
ピー/ドキュメントボックス』「変倍率設定」を参照してください。 

3. [文書蓄積] 

ドキュメントボックスに文書を蓄積します。 

































































2. 操作画面を使用する 


4. 原稿、 セット、コピー 

メモリーで読み取った原稿枚数、セットした枚（部）数、コピーした枚ほ P ) 数が表示されま 
す。 

5. [設定確認] 

設定したコピー機能を確認できます。 

6. 登録機能キー 

登録機能の内容が表示されます。[基本コピー設定]の[登録機能：コピー]、[登録機能：ド 
キュメントボックス読み取り]で、よく使う機能を登録しておくことができます。詳しくは、 
『コピ ー/ ドキュメントボックス』「基本コピー設定」を参照してください。 

7. ソート、スタック、ステープル、パンチ 

ソート、スタック、ステープル、パンチについて選択できる内容が表示されます。[周辺設定] 
の[ステープル種類選択]、[パンチ種類選択]で、よく使うステープルとパンチの機能を登録 
しておくことができます。詳しくは、『コピ ー/ ドキュメントボックス』「周辺設定」を参照して 
ください。 

8. 機能項目 

機能項目の1つを押すと、次の画面が表示されます。たとえば[変倍]を押すと変倍の画面に 
切り替わります。現在選択されている機能のキーには、 A が表示されます。 

9. 仕上がり予測時間 

原稿の読み取りが終わると、出力の仕上がり予測時間が表示されます。割り込みコピーでは予 
測時間は表示されず、割り込み前のジョブの時間がそのまま表示されます。 

10. 原稿と読み取りの設定 

原稿種類、コピー濃度、特殊原稿について選択できる内容が表示されます。 


ドキュメントボックス機能の画面の見かた 



6 


CJR307 


1.操作の状態、メッセージ 

操作の状態やメッセージが表示されます。 












































操作画面の見かた 


2. 画面タイトル 

現在選択されている画面のタイトルが表示されます。 

3. [ユーザー名]、[文書名]、[月日] 

文書を[ユーザー名]、[文書名]、[月日]ごとにソートできます。ソートする項目を押してく 
ださい。 

4. ページ、セット、 E 口刷 

メモリーで読み取った原稿枚数、出力される枚ほに）数、出力した枚ほに）数が表示されます。 

5. 操作キー 

蓄積した文書を操作するときに使用します。 

-覧をすベて表示しきれないときは、 [▲] または [▼] を押して表示を切り替えます。 

6. アイコン 

蓄積した機能が表示されます。 

7. リスト、サム ネール 

蓄積文書の表示方法を、リストまたはサムネールに切り替えます。 

ドキュメントボックスの一覧表示では、蓄積した機能によって、次のアイコンが表示され 
ます。 


機能 

アイコン 

コピー 

田 

ファクス 

啦 

プリンター 

挡 


サムネール 画面 

サムネール画面では蓄積文書のイメージが縮ルされて表示されるため、文書を確認す 
るのに便利です。 



Q 補足 ） 

• セキュリティー機能の設定によっては、すべての蓄積文書が表示されないことがあり 
ます。 

















































2. 操作画面を使用する 


•スキャナー機能で蓄積した文書の一覧については、 P.54 「蓄積した文書の一覧画面 
の見かた」を参照してください。 

ドキュメントボックス機能のプレビュー画面の見かた 

プレビュー画面とは、読み取った文書の内容を確認できる画面です。 

プレビュー画面を表示するには、ドキュメントボックス初期画面でプレビューする文書を 
選択し、[プレビュー]を押します。 

「プレビュー J 画面 


1 
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1. [閉じる] 

プレビュー画面を閉じます。 

2. 表示文書 

义書名が表示されます。 

蓄積文書のプレビュー画面では[表示文書切り替え]が表示されます。複数の文書を選択して 
プレビュー表示したときに表示される文書を切り替えます。 

3. 表示ページ 

表示ページ番号と総ページ数、ページサイズが表示されます。 

4. [表示ページ切り替え] 

選択した文書の表示ページを変更します。 

5. 表示位置 

画像を拡大したときに、プレビューに表示されている画像の位置を示します。 

6. [卜]い]け][ん] 

表示する部分を移動します。 

7. [縮ル表示]、[拡大表示] 

文書を縮ルまたは拡大して表示します。 


































操作画面の見かた 


Q 補足 ） 

• 他機能でプレビューを選択しているときに、プレビュー画面機能が利用できないこと 
があります。 

• 画像ファイルが壊れたり、 A3 より大きな原稿を蓄積したときはプレビュー表示され 
ません。画像ファイルが壊れているときは、蓄積し直してください。 


フアクス機能の画面の見かた 



16 15 14 13 


1. 操作の状態、メッセージ 

操作の状態やメッセージが表示されます。 

2. [フアクス]、[インターネットフアクス]、[メール]、[フォルダー] 

宛先種別のタブを押して、[ファクス]、[インターネットファクス]、[メール]、[フォルダー] 
を切り替えられます。 

• I つァクス\ (フアクス)を選択しているときは、ファクス番号または IP - ファクス宛先を指定 
できます。 

• I ィ施乃クス\ (インターネットファクス）を選択しているときは、インターネットファクス宛先 
を指定できます。 

• い-ル \ (メール）を選択しているときは、メール宛先を指定できます。 

• I フプルタ- \ (フォルダー）を選択しているときは、フォルダー宛先を指定できます。 

3. 相手先 


入力した相手先を表示します。 


4. [文書蓄積] 

文書をドキュメントボックスに蓄積します。 

蓄積方法については『ファクス』「送信文書を蓄積する」を参照してくださし、。 

5. [送受信確認/印刷] 

通信にかかわるいろいろな情報を知ることができます。 






































































2. 操作画面を使用する 


確認方法については『ファクス』「通信情報を変更/確認する」を参照してください。 

6. [設定確認] 

設定内容を確認できます。 

7. メモリー 

メモリー残量が表示されます。 

8. [プレビュー] 

読み取った文書を送信前に確認できます。 

9. [宛先検索] 

アドレス帳に登録した宛先を検索できます。 

検索方法は、『ファクス』「アドレス帳から選択する」を参照してください。 

10. [直接送信] 

直接送信に切り替えます。 

[直接送信]が反転表示していないときは、メモリー送信が選択されています。メモリー送信、 
直接送信の詳細については、『ファクス』「送信の種類」を参照してください。 

11. [切り替え] 

見出しの種類を切り替えられます。 

見出しの種類の切り替え方法は、『ファクス』「見出しの種類を切り替える」を参照してくださ 
い 0 

12. 宛先表一覧 

本機で管理している宛先表の一覧が表示されます。一覧をすべて表示しきれないときは、 [▲] 
または [▼] を押して表示を切り替えます。 グループの 宛先には、 グループを 示す マーク （《1) 
が表示されます。 

13. [拡張送信] 

送信するとき、いろいろな機能を付加できます。 

機能の設定方法については『ファクス』「いろいろな機能を利用して送信する」を参照してくだ 
さし、。 

14. [送信者] 

送信者を設定します。 

15. クイック 操作 キー 

よく使用する機能をクイック操作キーとして登録しておくと表示されます。工場出荷時は[送 
信結果表示]と[受信結果表示]が登録されています。 

「クイック操作キー」については『ファクス』「基本設定」を参照してください。 

16. [常用] 

見出しキーが表示されています。アドレス帳のページ（画面）を切り替えることができます。 

17. 情報表示 

通信中は相手先の名称やファクス番号および原稿サイズが表示されます。 

18. [蓄積文書指定] 

ドキュメントボックスに蓄積した文書を送信または印刷できます。 



操作画面の見かた 


19. [ファイル形式] 

ファイル形式を選択できます。 

20. 原稿と読み取りの設定 

読み取り条件や原稿送りを設定できます。 

か 補足 ） 

• 読み取りが終了するごとに電源を入れた直後の状態に戻すかどラかを[ファクス初期 
設定]の[パラメーター設定](スイッチ17ビット 3) で設定できます。工場出荷時 
は[する]に設定されています。『ファクス』「パラメーター設定」を参照してくださ 
い 0 

•宛先種別のタブは[導入設定]でが下の設定をすると表示されます。宛先種別の設定 
については『ファクス』「導入設定」を参照してください。 

• I 漏乃クス \ (インターネットファクス）：[インターネットファクス設定]を[使用す 
る]に設定しているとき 

•。三^ (メール）：[メール設定]を[使用する]に設定しているとき 

• I フブルタ- \ (フォルダー）：[フォルダー設定]を[使用する]に設定しているとき 

•「ジョブ履歴」画面では、ファクス機能を使用して送信した文書の情報は確認できま 
せん。[送受信確認/印刷]で確認してください。 


プリンター機能の画面の見かた 


5 

6 


8 

9 


11 


ブ|」> お一 

2011/10/31 

印刷中：1姑1 

116:50 
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1 . メッセージ表示部 

操作の状態やメッセージが表示されます。 

印刷中はジョブ情報（ユーザー ID および文書名）が表示されます。 









































2 . 操作画面を使用する 


2. 給紙トレイ表示 

現在選択されている給紙トレイが、反転表示されます。 

ただし、[エミュレーション/プログラム]で RPCS や PS 3、 PDF を選択しているときは、反転 
表示されません。 

3. [メディアプリント] 

メディアプリント機能で印刷する画面に切り替えます。 

4. [印刷取消] 

印刷している文書の受信データを消去し、印刷を中止します。 

へキサダンプに設定しているときに押すと、へキサダンプを解除します。 

5. [ジョブ操作] 

印刷中のジョブを一時停止します。ジョブの詳細を確認したり、ジョブを削除したりできます。 

6. [強制排紙] 

印刷されずに本機内に残っているデータを、強制的に印刷して排紙します。 

7. [エミュレーション/プログラム] 

エミュレーション/プ□グラムを呼び出したり、登録または削除したりする画面に切り替えま 
す。 

8. [ジョブ スプールー覧] 

スプールされたジョブの状態を表示する画面に切り替えます。 

ジョブスプール印刷を有効にすると、反転表示されます。 

9. [エラー履歴] 

パソコンから指定した通常印刷や、試し印刷/機密印刷/保留文書印刷/保を文書印刷などでェ 
ラーが発生したとき、履歴を表示する画面に切り替えます。 

10. 仕上がり予測時間 

本機にデータがすべて送信されたあとに、出力の仕上がり予測時間が表示されます。 

11. [文書 E 口刷] 

パソコンから指定した通常印刷や、試し印刷文書/機密印刷文書/保留印刷文書/保存文書を印刷 
する画面に切り替えます。 

スキャナー機能の画面の見かた 

メール送信画面の見かた 

メール送信するときの画面の構成を説明します。 



操作画面の見かた 



1. [登録番号] 

送信先を5巧の登録番号で指定するときに押します。 

2. 操作の状態、メッセージ 

操作の状態やメッセージが表示されます。 

3. メール/フォルダー 

メール送信画面とフォルダー送信画面を切り替えるときに押します。 

.。三ご^ (メール） を選択しているときは、メール宛先を指定できます。 

• I フブルタ- \ (フォルダー）を選択しているときは、フォルダー宛先を指定できます。 

また、同じ文書をメール送信とフォルダー送信の両方の宛先へ、同時に送るときに切り替えま 
す。 

4. メール送信アイコン 

メール送信画面であることを示すアイコンです。 

5. [直接入力] 

アドレス帳に登録されていない送信先を指定するときは、ここを押して表示されたソフトキー 
ボードからメールアドレスを入力します。 

6. [宛先履歴] 

[直接入力]で指定した宛先を選択できます。宛先履歴が複数あるときは、 [▲] または [▼] を 
押すと、宛先が順に表示されます。 

7. [宛先表切替] 

WSD スキャナー送信画面または配信画面に表示を切り替えるときに押します。 

WSD スキャナーを使用していないときは、[配信宛先表]が表示されます。配信機能を使用し 
ていないときは、 [ WSD 宛先]が表示されます。 

8. [設定確認] 

設定内容を確認できます。 

























































2 . 操作画面を使用する 


9. 送信先表示欄 

指定した送信先が表示されます。送信先が複数指定されているときは、 [▲] または [▼] を押 
すと、選択した送信先が順に表示されます。 

10. 宛先表 一覧 

本機で管理している宛先表の一覧が表示されます。一覧をすべて表示しきれないときは、 [▲] 
または [▼] を押して表示を切り替えます。 

グループの 宛先には、 グループを 示す マーク （1 U ) が表示されます。 

暗号化してメール送信できる宛先には、暗号化できることを示すマーク （ fl または 61) が表 
ノ」\されます。 

11. [本文]、[件名]、[セキュリティー]、[送信者]、[受信確認] 

送信する文書の本文、件名、セキュリティー（暗号化•署名）、送信者名、メールの受信確認を 
設定します。 

12. [蓄積文書指定] 

ドキュメントボックスに蓄積した文書を送信できます。 

13. [ファイル形式/ファイル名] 

ファイル形式やファイル名を指定できます。 

14. 原稿と読み取りの設定 

読み取り条件-原稿送りを設定できます。 


フォルダー送信画面の見かた 

フオルダー送信画面の構成を説明します。 



1. [登録番号] 

送信先を5巧の登録番号で指定するときに押します。 























































操作画面の見かた 


2. 操作の状態、メッセージ 

操作の状態やメッセージが表示されます。 

3. メール/フォルダー 

メール送信画面とフォルダー送信画面を切り替えるときに押します。 

• い-ル \ (メール）を選択してぃるときは、メール宛先を指定できます。 

• I フォルダ- \ (フォルダー）を選択してぃるときは、フォルダー宛先を指定できます。 

また、同じ文書をフォルダー送信とメール送信の両方の宛先へ、同時に送るときに切り替えま 
す。 

4. フォルダー送信アイコン 

フォルダー送信画面であることを示すアイコンです。 

5. [直接入力] 

アドレス帳に登録されてぃなぃ送信先を指定するときは、ここを押して表示されたソフトキー 
ボードからフオルダー送信先を入力します。 


6. [宛先履歴] 

[直接入力]で指定した宛先を選択できます。宛先履歴が複数あるときは、 [▲] または [▼] を 
押すと、宛先が順に表示されます。 

7. [宛先表切替] 

WSD スキャナー送信画面または配信画面に表示を切り替えるときに押します。 

WSD スキャナーを使用していないときは、[配信宛先表]が表示されます。配信機能を使用し 
ていないときは、 [ WSD 宛先]が表示されます。 

8. [設定確認] 

設定内容を確認できます。 

9. 送信先表示欄 

指定した送信先が表示されます。送信先を複数指定しているときは、 [▲] または [▼] を押す 
と、選択した送信先が順に表示されます。 

10. 宛先表一覧 

本機で管理している宛先表の一覧が表示されます。 

一覧をすべて表示しきれないときは、 [▲] または [▼] を押して表示を切り替えます。 
グループの 送信先には、 グループを 示す マーク （ lit ) が表示されます。 

11. [本文]、[件名]、[セキュリティー]、[送信者]、[受信確認] 

送信する文書の本文、件名、メールのセキュリティー（暗号化•署名）、送信者名、メールの受 
信確認を設定します。フォルダー送信とメール送信を同時に行うとき、メール送信の宛先だけ 
に設定できます。メール送信については、 『スキャナー』 「読み取った文書を パソコンへ 送信す 
る」を参照してください。 

12. [蓄積文書指定] 

ドキュメントボックスに蓄積した文書を送信できます。 

13. [ファイル形式/ファイル名] 

ファイル形式やファイル名を指定できます。 







2 . 操作画面を使用する 


14.原稿と読み取りの設定 

読み取り条件-原稿送りを設定できます。 

WSD スキャナー送信画面の見かた 

WSD スキャナーで送信するときの画面の構成について説明します。 


12 3 





1. [更新] 

最新の送信可能な宛先を表示するときに押します。 

2. WSD 

WSD スキャナーを使用しているときに反転表示されます。 

3. [宛先表切替] 

メール送信画面、フォルダー送信画面、または配信画面に表示を切り替えるときに押します。 
配信機能を使用していないときは、 [WSD 宛先]が表示されます。 

4. [設定確認] 

設定内容を確認できます。 

5. 送信先表示欄 

指定した送信先が表示されます。指定できる送信先は 1 件だけです。 

6. 宛先表一覧 

送信可能な宛先の一覧が表示されます。 

一覽をすベて表示しきれないときは、 [▲] または [▼] を押して表示を切り替えます。 

7. 原稿と読み取りの設定 

読み取り条件-原稿送りを設定できます。 


蓄積した文書の一覧画面の見かた 

蓄積した文書の一覧画面の構成を説明します。 

蓄積文書の一覧画面は、初期画面で[蓄積文書指定]を押すと表示されます。 































操作画面の見かた 


1 2 3 



10:46 


1. [蓄積文書送信] 

蓄積されている文書を配信またはフォルダー送信、メール送信するときに押します。 

2. [蓄積文書管理/消去] 

蓄積した文書を消去したり、文書情報を変更するときに押します。 

3. 並べ替え用キー 

選択した項目で文書を並べ替えます。同じ項目をもう一度押すと、昇順と降順が切り替わりま 
す。配信順は常に昇順です。 

4. [詳細] 

選択した文書の詳細情報が表示されます。 

5. [プレビュ ー] 

選択した文書のプレビューが表示されます。『スキャナー』「一覧画面から蓄積文書を確認する」 
を参照してください。 

6. 蓄積文書の一覧 

蓄積されている文書の一覧が表示されます。 

目的の文書が表示されていないときは、 [▲] または [▼] を押して表示を切り替えます。 

パスワードが設定されている文書には、ユーザー名の左横にカギマーク （1) が表示されます。 

7. 文書検索用キー 

ユーザー名または文書名で目的の文書を検索する画面と、すべての文書が表示される画面とを 
切り替えます。 

8. リスト/サム ネール 

蓄積文書の一覧をリスト表示とサムネール表示に切り替えます。 

〇 補足 ） 

• セキュリティーの設定によっては、表示される文書が制限されることがあります。 

•スキャナーが外の機能から蓄積した文書は、ここでは表示されません。[ドキュメン 
トボックス]キーを押して表示させます。 




























































2 . 操作画面を使用する 


配信画面の見かた 

ネットワーク配信の機能を使用するときの画面の構成について説明します。 


1 2 3 4 5 



I 
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1. [登録番号] 

配信先を5巧の登録番号で指定するときに押します。 

2. 配信サーバー 

ネットワーク配信の機能を使用しているときに反転表示されます。 

3. ネットワーク配信アイコン 

ネットワーク配信画面であることを示すアイコンです。 

4. [直接入力] 

配信サーバーの「あて先表」に登録されていない配信先に、配信サーバーを利用してメールを 
送信するときは、ここを押して表示されたソフトキーボードからメールアドレスを入力します。 
配信サーバーからのメール送信については、 Ridoc Document Router の説明書を参照してくだ 
さし、。 

5. [宛先表切替] 

メール送信画面、フォルダー送信画面、または WSD スキャナー送信画面に表示を切り替える 
ときに押します。 

6. [設定確認] 

設定内容を確認できます。 

7. 配信先表示欄 

指定した配信先が表示されます。配信先が複数指定されているときは、 [▲] または [▼] を押 
すと、選択した配信先が順に表示されます。 

8. 配信宛先表一覧 

配信サーバーで管理している「あて先表」の一覧が表示されます。一覧をすべて表示しきれな 
いときは、 [▲] または [▼] を押して表示を切り替えます。グループの配信先には、グループ 
を示すマーク （《 t ) が表示されます。 























































操作画面の見かた 


9. [件名]、[送信者]、[受信確認] 

送信する文書の件名、送信者名、メールの受信確認を設定します。 

〇 補足 ） 

• Ridoc Document Router の販売は終了しています。 

「設定確認 J 画面の見かた 

「設定確認」画面とは、原稿読み取りの設定と送信の設定を確認できる画面です。 
[設定確認]を押すと、スキャナー初期画面から「設定確認」画面に切り替わります。 



「設定確認 J 画面 
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1. 送信機能アイコン 

設定した送信機能のアイコンが表示されます。 

グループの 宛先には、 グループを 示す マーク （ iXi ) が表示されます。 

暗号化してメール送信できる宛先には、暗号化できることを示すマーク（固）が表示されます。 

2. 送信者と送信先 

指定した送信者、送信先、または配信先が表示されます。 











































































2 . 操作画面を使用する 


3. 送信設定 

送信者や件名などの送信時の設定が表示されます。 

セキュリティー（暗号化•署名）の設定も確認できます。 

4. 文書蓄積設定 

蓄積のしかたが表示されます。 

5. [グループ宛先展開] 

グループに含まれる宛先を一覧表示できます。 

6. 原稿設定 

読み取り条件や原稿送りなどの読み取り時の設定が表示されます。 

〇 補足 ） 

• WSD スキャナーのときは、本機で設定できる内容だけを確認できます。 

スキャナー機能のプレビュー画面の見かた 

「プレビュー」画面とは、読み取った文書の内容を確認する画面です。 

ここでは、メール送信、フォルダー送信、配信時前に確認する「プレビュー」画面につい 
て説明します。 

読み取り前に[プレビュー]を押し、反転されている状態で読み取りを開始すると、「プ 
レビュー」画面が表示されます。 

読み取り内容を確認したあとで送信、または送信を中止できます。 

「プレビュー J 画面 



1. [送信中止] 

プレビュー画面を閉じて送信を中止します。 

2. [送信] 

プレビュー画面を閉じて送信します。 



































操作画面の見かた 


3. 表示文書 

文書名、ファイルサイズが表示されます。 

4. 表示ページ 

表示ページ番号と総ページ数、ページサイズ、カラーモードが表示されます。 

5. [表示ページ切り替え] 

選択した文書の表示ページを変更します。 

6. 表示位置 

画像を拡大したときに、文書の表示してぃる位置が表示されます。 

7. [叫い]け][ん] 

表示させる部分を移動できます。 

8. [縮ル表示]、[拡大表示] 

文書を縮ルまたは拡大して表示できます。 

〇 補足 ） 

• WSD スキャナーで読み取るときは、プレビュー画面は使用できません。読み取った 
画像は、クライアントコンピューターで確認してくださぃ。 

• [本体に蓄積]を選択して読み取るときは、プレビュー画面は使用できません。蓄積 
した文書の内容を確認するときは、蓄積文書の一覧画面からプレビュー画面を表示し 
てくださぃ。蓄積文書のプレビュー表示につぃては『スキャナー』「一覧画面から蓄 
積文書を確認する」を参照してくださぃ。 

• ファイル形式でクリアライト PDF を選択したときは、プレビュー画面機能は使用で 
きません。 


•画像ファイルの破損などの理由で、プレビューが表示されないことがあります。再度 
読み取ってください。 

「送信結果表示/送信中止 J 画面の見かた 

「送信結果表示/送信中止」画面の表示方法や、表示される項目について説明します。 

「送信結果表示/送信中止」画面とは、メール送信、フォルダー送信、配信の結果を確認で 
きる画面です。 

[送信結果/中止]を押すと、「送信結果表示/送信中止」画面が表示されます。 





2 . 操作画面を使用する 



送信結果は一度に9件まで表示されます。 [▲] または [▼] を押すと表示が切り替わりま 
す。 

「送信結果表示/送信中止 J 画面 

1 2 3 4 5 6 
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— 9 



1. 送信日時 

本機からの送信指示を受け付けた日時、または完了、不達、中止が確定した日時が表示されま 
す。 

2. 送信機能アイコン 

使用した送信機能のアイコンが表示されます。 

暗号化してメールを送信すると、暗号化されたメール送信であることを示すマーク（固）が表 
ノ」、されます。 

3. 宛先 

送信した宛先が表示されます。 

複数の送信先を選択したときは、1件目に選択した送信先が表示されます。 

メール送信や配信で複数の送信者を選択したときは、1件目に選択した送信先だけが表示され、 
残りの送信先は「他 XX 件」と表示されます。 

4. 送信者 

送信者名が表示されます。 






























































操作画面の見かた 


5. 义書名 

蓄積と同時に送信したときと、蓄積されている文書を送信したときは、蓄積文書名が表示され 
ます。 

6. 状態 

「完了」、「送信中」、「待機中」、「不達」、「中止」のいずれかの送信状態が表示されます。 

7. [送信 中止] 

状態が「待機中」の文書を選択して[送信中止]を押すと、送信を中止できます。 

8. [リスト EP 刷] 

送信結果が印刷されます。 

9. [▲いい] 

画面を切り替えるときに押します。 

〇 補足 ） 

• 「ジョブ履歴」画面では、スキャナー機能を使用した送信結果は確認できません。送 
信結果の確認は、[送信結果/中止]を押して表示される「送信結果表示/送信中止」画 
面で確認できます。 

• セキュリティーの設定によっては、すべての送信結果が表示されないことがありま 
す。 


ブラウザー機能の画面の見かた 


G 重要 ) 

• Web ブラウザーとサーバー間の通信は盗聴されたり、改ざんされたりずることがあり 
ます。個人情報などの重要な情報を入力するときは、 SSL を有効にし、本機とサー 
パ'-間の通信を暗号化してください。通信が暗号化されているときは、 URL が 
「 https 」 から始まり、また 、 URL バーの 色が変わります 。 SSL の 設定方法については、 
『セキュリティーガイド』を参照してください。 

• Web サイトが正当かどうかを確認するには、サーバー証明書に記載されている URL 
と画面の上部に表示されている URL が一致することを確認してください。サーバー 
証明書を表示する方法については、『便利な機能』「サーバー証明書を表示する」を参 
照してください。 







2 . 操作画面を使用する 
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か 更新 I X 中止 


- Ka 四 I 

〜冒 

回 
问 

> あち巧/巧ち巧 » ブ IJ ンター > お台《 • ブ U ンター化巧 W が [_1 

> ブ□タクシヨンブリンター >> デジ々ル团刷拍 > ソフトウェア 「 1 

> ユこフ7イド ZI ち j こケーシ3ンシ > ブ□ジェクタ ー > ファクシ 5 U I ん 

■2^ ► RFID > LED お明 

> デジ々ルカ y 亏 Y 

["★ お気に入 0 I |[wJ[* 」 LlJ 卜 」1 * JL^J [* E 禍晒面へ J - 1 — 10 


1. [戻る] 

直前に表示した Web ページを表示します。 

2. [進む] 

[戻る]を押す前に表示していた Web ページを再び表示します。 

3. アドレスバー 

表示している Web ページの URL が表示されます。 

4. [入力] 

URL アドレスを入力して、 Web ぺージを表示するときに押します。 

5. テキストボックス 

画面にキーボードを表示し、文字を入力できます。 

6. [更新] 

表示しているページを最新の状態に更新します。 

7. [中止] 

ぺージの読み込みを中止します。 

8. 画] 

ブラウザーの設定や Web ページの表示設定を変更するときに押します。詳しくは、『便利な機 
能』 「 Web ページの表示設定を変更する」、「ブラウザー機能の設定を確認する」を参照してく 
ださい。 

9. スクロールバー 

画面をスクロールします。現在表示されている範囲が外を表示させるときに使用します。 

10. [印刷画面へ] 

表示中のページを印刷できます。詳しくは、『便利な機能』「操作画面に表示した Web ページを 
印刷する」を参照してください。 

11. [お気に入り] 

よく見る Web ページをお気に入りに追加し、簡単に呼び出すことができます。詳しくは、『便 
利な機能』「よく見る Web ページをお気に入りに追加する」を参照してください。 



























操作画面の見かた 


Q 補足 ） 

• [ブラウザー無効化によるスキャナーメモリー拡張]で [ ON ] が選択されていると、 
ブラウザー機能を使用できません。[ブラウザー無効化によるスキャナーメモリー拡 
張]については、『ネットワークの接続/システム初期設定』「初期設定」を参照してく 
ださい。 


「インフオメーシヨン J 画面の見かた 


エコ意識を高めるために、用紙の節約状況を画面に表示できます。 

認証機能を設定しているときは、ログインしたときに表示されます。認証機能を設定して 
いないときは、低電カモードまたはスリープモードから復帰したとき、またはシステムリ 
セットが実行されたときに表示されます。認証機能の設定にかかわらず、電源を入れたと 
きにも表示されます。 
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1. メ ッセージ 

管理者からのメッセージが表示されます。 

2. トータル出カページ数 

集計期間内に出力した総ページ数と、前回の集計期間内に出力した総ページ数が表示されます。 

3. eco 指数 

• 用紙削減率： 

両面印刷、または集約印刷を利用して削減できた用紙の割合を表示します。 

削減するほど、画面の紙の量が減り、芽が成長します。削減率が 76 % が上になると花が咲 
きます。 

• 両面利用率： 

出力した総ページ数のうち、両面機能を使用した割合を表示します。 

利用率が上がるほど、葉が増えます。 

• 集約利用率： 

出力した総ページ数のうち、集約機能を使用した割合を表示します。 

利用率が上がるほど、葉が増えます。 



































2 . 操作画面を使用する 


4 . 集計期間 


現在の集計期間と前回の集計期間が表示されます。 

5. [閉じる] 

「インフォメーション」 画面を閉じて、操作に戻ります。 

か 補足 ） 

• 本機の設定によっては「インフォメーション」画面は表示されません。詳しくは、『セ 
キュリティーガイド』を参照してください。 

• 利用状況を Web Image Monitor から確認することもできます。確認方法は Web 
Image Monitor のヘルプを参照してください。 

• システム初期設定の 「 eco 指数カウンター集計期間/管理者メッセージ設定」で、「集 
計期間」、「メッセージ」、「利用状況表示の有効/無効」、「個人認証時の表示タイミン 
グ」を確認できます。また、設定は管理者だけが変更できます。詳しくは、『セキュ 
リティーガイド』を参照してください。 





画面パターンを切り替える 


画面パターンを切り替える 

簡単画面への切り替え方法や、表示されるキーについて説明します。 

[簡単画面]キーを押すと、各機能の初期画面から簡単画面に切り替わります。 
簡単画面とは、主な機能だけを表示した画面です。 

文字サイズとキーサイズが拡大され、より簡単に操作することができます。 

1. [簡単画面]キーを押しまず。 



画面はコピー機能で簡単画面を表示させたときのものです。 




^ k I 用来が日化ぶた] I b 4-> B.S i B 5^ B 4 
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1. [キー色反転] 

画面のコントラストを強めたいときに押します。 

各機能の初期画面には適用されません。 

〇 補足 ） 

•各機能の初期画面に切り替えたいときは、再度[簡単画面]キーを押してくださし、。 
• 簡単画面では表示されないキーがあります。 













































2 . 操作画面を使用する 


表示言語を切り替える 

画面に表示する言語として日本語または英語を選択します。工場出荷時の設定は日本語 
です。日本語から英語に切り替える例を示します。 

1| [初期設定/カウンター]キーを押しまず。 



2. English ] を押しまず。 

3. [初期設定/カウンター]キーを押しまず。 

か 補足 ） 

•日本語表示に切り替えるときは、手順2で[日本語]を押します。 


















3. 本機にログインずる 

本機にログインする方法について説明します。 


ログイン画面が表示されたとき 

ベーシック認証、 Windows 認証、 LDAP 認証、統合サーバー認証が設定されているとき 
は、画面に認証画面が表示されます。個人ごとに設定されたログインユーザー名とログイ 
ンパスワードを入力しないと、本機を操作できません。またユーザーコード認証が設定さ 
れているときは、ユーザーコードを入力しないと、本機を操作できません。 

本機を操作できる状態になることをログインといいます。また、操作できる状態を解除す 
ることをログアウトといいます。ログインして操作したあとは、他の利用者が不正に使用 
できないよう必ずログアウトしてください。 

〇 重要 ） 

• ログイン ユー ザー名、ログインパスワード、 ユー ザー コー ドは、 ユー ザー管理者に確 
認してください。ユーザー認証についての詳細は、『セキュリティーガイド』を参照 
してください。 

• ユー ザーコード認証のときに、 ユー ザーコードとして入力するのはアドレス帳に 
「ユーザーコード J として登録されている数きでず。 


操作部からのユーザーコード認証のしかた 

操作部からのユーザーコード認証のしかたについて説明します。 

ユーザーコード認証を設定しているときは、ユーザーコードの入力を求める画面が表示さ 
れます。 

1|ユーザーコード （1 がから8おの任意の数字）を入力して、[実行]を押しま 
ず。 


〇 下記の機能を使用する場合は、ユーヴー 
コードをテンキーで入力し、[実行]キーを 
押して < ださい。 

コピー 


r 実行 I 


Q 補足 ） 

• ログアウトするには、ジョブが終了したあとに[省エネ]キーを押します。 















3 . 本機にログインする 


ドライバーからの ユー ザー コー ド認証のしかた 

ユーザーコード認証が設定されているときは、各ドライバーのプロパティ画面でユーザー 
コードを設定します。 

各ドライバーの操作については、各ドライバーのヘルプを参照してください。 

〇 補足 ） 

• ユーザーコード認証のときは、ログアウトする必要はありません。 

操作部からのログインのしかた 

ベーシック認証、 Windows 認証、 LDAP 認証、統合サーバー認証のいずれかが設定されて 
いるときにログインします。 

1. [ログイン]を押しまず。 


A [□ブイン]キーを押して□クイン ユー ヴー 
名と□クインバスワードを入力して<ださ 
い。 


[ □クイン ] 


ログインユーザー名を入力して、 [0 K ] を押しまず。 

3| ログインパスワードを入力して、 [0 K ] を押しまず。 

認証に成功したときは各機能の画面が表示されます。 

〇 補足 ） 

•認証に失敗したときは、「認証に失敗しました。」と表示されます。ログインユーザー 
名またはログインパスワードを確認してください。 

•ユーザーコード認証が設定されているときは異なる画面が表示されます。 P .67 「操作 
部から のユー ザー コー ド認証のしかた」を参照してください。 

操作部からのログアウトのしかた 

ベーシック認証、 Windows 認証、 LDAP 認証、統合サーバー認証のいずれかが設定されて 
いるときにログアウトします。 

重要 ） 

• ログインして操作したあとは、他の利用者が不正に使用できないよう必ずログアウト 
してください。 

















ログイン画面が表示されたとき 


1| [ログイン/ログアウト]キーを押しまず。 


2. [ログアウトずる]を押しまず。 


ドライ パーからの ログインのしかた 

本機に設定されているログインユーザー名とログインパスワードを入力してください。 
初回だけ入力が必要です。 

ここでは Windows 7を例に手順を説明します。 

プリンタードライバーからログインずる 

1|プリンタープロパティを開き、[応用設定]タブをクリックしまず。 

2| [ユーザー認証]にチェックを付けまず。 

3|パスワードを暗号化して送信ずるときは、[ドライバー暗号織をクリックし 
まず。 

パスワードを暗号化しないときは、手順5に進みます。 

ん「ドライバー暗号鍵 J と「ドライバー暗号鍵の確認用入力 J に、本体で設定さ 
れた暗号鍵を入力しまず。 

5. [ OK ] を2回クリックしてプロパティを閉じまず。 

6. [デバイスとプリンター]ウィンドウから巧刷設定の設定画面を開きまず。 

• Windows 2000 /Vista、Windows Server 2008 :[プリンタ]ウインドウから印刷設 
定の設定画面を開きます。 

• Windows XP、Windows Server 2003/2003 R2 :[プリンタと FAX] ウインドウから 
印刷設定の設定画面を開きます。 

7. [項目別設定]タブをクリックしまず。 

も「メニュー項目 J の[印刷方法/認証]をクリックしまず。 













3. 本機にログインする 


9. [認証]をクリックしまず。 

1〇|「ログインパスワード J と「ログインパスワードの確認用入力 J に、本体や 
サーバーで設定したユーザー認証用のログインユーザー名とログインパス 
ワードを入力しまず。 

必ず本体またはサーバーで登録したものと同じログインユーザー名とログインパス 
ワードを入力してください。 

本体やサーパ'-で設定したログイ ンユ- ザ-名とログインパスワードが正しく入力 
されないと、 EP 刷されません。 

11.[0 K ] を2回クリックし、プリンタードライバーの設定画面を閉じまず。 

Q 補足 ） 

•アプリケーションによっては、本手順で設定した初期値が反映されないことがありま 
す。 

• ドライバーからログインしたときは、ログアウトする必要はありません。 

PC FAX ドライバーからログインずる 

1 iPC - FAX ドライバーのプロパティを開き、[応用設定]タブをクリックしまず。 
2| [—般ユーザー認証]にチェックを付けまず。 

えパスワードを暗号化して送信ずるときは、[ドライバー暗号鍵]に本体で設定 
された[ドライバー暗号鍵]を入力しまず。 

4. [0 K ] をクリックしてプロパティを閉じまず。 

5. 送信ずる文書をアプリケーションで開きまず。 

6. 印刷先のプリンターとして PC FAX を選択し、印刷の指示を出しまず。 

に CFAX] ダイアログが表示されます。 

7| [ユーザー設定]をクリックしまず。 

8. 本体やサーパ'—で設定したユーザー認証用のログインユーザー名とログイン 
パスワードを入力しまず。 

本体やサー パ'- で設定した ロ グイ ンユ- ザ-名と ロ グイ ンパ スワードが正しく入力 
されないと、送信/印刷されません。 

9. [0 K ] をクリックし、[ユーザー設定]ダイアログを閉じまず。 


Web Imaae Monitor からのログインのしかた 


ユーザー認証が設定されているときに Web Image Monitor からログインします。 





ログイン画面が表示されたとき 


1. Web ブラウザーを起動しまず。 

2| Web ブラウザーのアドレスバーに 「 http :// (本機の IP アドレス、またはホス 
卜名） / j と入力し、本機にアクセスしまず。 

3. [ログイン]をクリックしまず。 

4. ログインユーザー名にログインユーザー名を、ログインパスワードにログイ 
ンパスワードを入力して、[ログイン]をクリックしまず。 

使用するブラウザーの設定により、ログイン名、パスワードがブラウザーに保存され 
ることがあります。保存されないようにするには、ブラウザーの設定を変更してくだ 
さい。 

Q 補足 ） 

•ユー ザ ーコー ド認証のときは、 ログインユー ザ ー 名に ユー ザ ーコー ドを入力して、 [口 
グイン] をクリックします。 

• ご使用の Web ブラウザーにより操作は異なります。 


Web Image Monitor からのログアウトのしかた 


ユーザー認証が設定されているときに Web Image Monitor からログアウトします。 

1. [ログアウト]をクリックしまず。 

〇 補足 ） 

• ログアウト後は、 Web ブラウザーのキャッシュを削除してください。 

ロックアウト機能 

本機にはロックアウト機能が設定されています。 

ログイン時に管理者が設定した回数が上にパスワードを連続して間違えて入力すると、 
ロックアウト機能が働き、そのユーザー名でのログインが禁止されます。 

ロックアウトされたユーザーは、正しいパスワードを入力しても認証に失敗し、本機を利 
用できなくなります。 

ロックアウトされたときは、解除が必要です。詳しくは、『セキュリティーガイド』を参 
照してください。 

ログインパスワードを変更ずる 


ログインパスワードに登録できる文字は、アルファベット、数字、記号です。 
登録できる文き数は、半角で最大128文きです。 







3. 本機にログインする 


アルファベットは、大文字、ル文きを区別して正しく登録してください。 

〇 重要 ） 

•パスワードは、第王者に教えないでください。またパスワードを紙に書いて人目につ 
くところに貼らないでください。 

•パスワードは、定期的に変更してください。 

• 推測されにくいパスワードにしてください。 

パスワードポリシーについて 

本機にはノ くスワードポリシーが設定されています。 

パスワードの複雑度と使用できる最小文字数が設定されていますので、条件を満たす 
パスワードだけが設定できます。条件については、『セキュリティーガイド』を参照 
してください。 

パスワードで使用する文字は、が下の文字から選ぶことをお勧めします。 

• 英大文字： [ A - 习 （26 文字） 

• 英小文字： [ a - z ] (26 文き） 

• 数字： [0-9](10 文字） 

•記号：（スぺース）!"#$%&'()* + ,-./：；< = >?©[(バックス ラッシュ）] 
へ_、 { I } 〜 （33 文き） 

機器の操作部や PC のキーボードですベてのコード列パターンを入力できるわけでは 
ありません。 


操作部からログインパスワードを変更ずる 
1| [初期設定/カウンター]キーを押しまず。 



2. [ログイン]を2回押しまず。 

3| ログインユーザー名を入力して、 [ OK ] を押しまず。 
んログインパスワードを入力して、 [ OK ] を押しまず。 
5| [アドレス帳管理]を押しまず。 














ログイン画面が表示されたとき 


6. ユーザーを 選択しまず。 

7. [認証情報]を押しまず。 

8|「ログインパスワード J の[変更]を押しまず。 

9| ログインパスワードを入力し、 [0K] を押しまず。 

1〇| ログインパスワードを再入力し、 [0K] を押しまず。 

11. [設定]を押しまず。 

12. [初期設定/カウンター]キーを押しまず。 

Web Image Monitor からパスワードを変更ずる 
1| Web ブラウザーを起動しまず。 

2| Web ブラウザーのアドレスバーに 「http:// (本機の IP アドレス、またはホス 
卜名） /j と入力し、本機にアクセスしまず。 

3. [ログイン]をクリックしまず。 

んログインユーザー名とログインパスワードを入力し、[ログイン]をクリック 
しまず。 

5| [機器の管理]をポイントし、[アドレス帳]をクリックしまず。 

6. ユーザーを選択しまず。 

7. [変更]をクリックしまず。 

も「認証管理 J の[ユーザー認証]にチェックを付けまず。 

9. [次へ]をクリックしまず。 

1〇|「ログインパスワード変更 J の[ずる]にチェックを付けまず。 

11|新しいパスワードと確認用のパスワードを入力しまず。 

12. [次へ]をクリックしまず。 

13. [確定]をクリックしまず。 

14. [ログアウト]をクリックしまず。 

プリンタードライバーのログインパスワードを変更ずる 

1. [デバイスとプリンター]ウインドウから巧刷設定の設定画面を開きまず。 

• Windows 2000 / Vista、Windows Server 2008 :[プリンタ]ウインドウから EP 刷設 
定の設定画面を開きます。 



3. 本機にログインする 


• Windows XP、Windows Server 2003/2003 R2 :[プリンタと FAX ] ウインドウから 
印刷設定の設定画面を開きます。 

2. [項目別設定]タブをクリックしまず。 

え「メニュー項目 J の[印刷方法/認証]をクリックしまず。 

4 . [認証]をクリックしまず。 

5|「ログインパスワード J と「ログインパスワードの確認用入力 J に、本体や 
サーバーで設定したユーザー認証用のログインパスワードを入力しまず。 

必ず本体またはサーバーで登録したものと同じログインパスワードを入力してくだ 
さい。 

本体やサーバーで設定したログインパスワードが正しく入力されないと、印刷されま 
せん。 

6. [OK] を2回クリックし、プリンタードライバーの設定画面を閉じまず。 

PC-FAX ドライバーのログインパスワードを変更ずる 
1|送信ずる文書をアプリケーションで開きまず。 

2 . 印刷先のプリンターとして PC FAX を選択し、印刷の指示を出しまず。 

に CFAX] ダイアログが表示されます。 

え[ユーザー設定]をクリックしまず。 

4 . 本体やサーパ'—で設定したユーザー認証用のログインパスワードを入力しま 
ず。 

本体や サーノ く一で設定したログインパスワードが正しく入力されないと、送信/印刷さ 
れません。 

5 . [OK] をクリックし、[ユーザー設定]ダイアログを閉じまず。 



4 .電源の入れかた、切りかた 

本機の電源の入れかた、切りかたについて説明します。 


主電源スイッチ 

本機の左側には主電源スイッチがあります。 「 Standby 」 にすると操作部右側にある主電 
源ランプが消灯し、電源が切れます。ファクスユニットを装着しているときは、ファクス 
のメモリーに蓄積されている内容が消去されることがありますので、通常は手を触れない 
でください。 

〇 補足 ） 

•本機は電源 「 On 」 の状態で一定時間使用しないと、自動的に低電カモード、スリープ 
モードの状態になる機能を搭載しています。詳しくは、 P .77 「節電」を参照してく 
ださい。 


主電源の入れかた 


G 重要 ) 

•主電源スイッチを 「 On 」 にした直後に 「 S ね ndbyj にしないでください。八ードデイ 
スクやメモリーが破損したり、故障の原因になることがありまず。 

1|電源プラグが確実にコンセントに差し込まれているか確認しまず。 

2|本体の前面左側にある主電源スイッチのカバーを開け、ま電源スイッチを 
「 Onj にしまず。 

操作部の主電源ランプが点灯します。 



CJS321 


Q 補足 ） 

•主電源スイッチを 「 On 」 にしたあとに、自動再起動の処理中の画面が表示されること 
があります。機械内部で自動処理をするので、その間、主電源スイッチを触らないで 
ください。再起動できるまでには約2分間かかります。 

















4 .電源の入れかた、切りかた 


主電源の切りかた 

A ミち意 



• 電源プラグをあくときは、必ず電源プラグを持って抜いてください。 
電源コードを引っぱらないでください。コードカ《傷つき、火災や感電 
の原因になります。 


G 重要 ) 

•主電源スイッチを 「 Standby 」 にした直後に 「 Onj にしないでください 。 「Turn main 
Power Switch off 」 が表示されたときは、主電源スイッチを 「 Standby 」 にして、ま電 
源ランプが消灯するまでお待ちください。主電源ランプが消灯したあと、10秒が上 
待ってから 「0 nj にしてください。 

•主電源スイッチを 「Stand byj にし、主電源ランプが消灯してから、電源プラグをあ 
いてください。八ードディスクやメモリーが破廈したり、故障の原因になることがあ 
ります。 


•動作中に電源を切らないでください。電源を切るときは、動作が終了していることを 
確認してください。 

1|本体の前面左側にあるま電源スイッチのカバーを開け、ま電源スイッチを 
「Stand byj にしまず。 

主電源ランプが消灯します。 

Q 補足 ） 

•ファクス機能を使用しているときに主電源スイッチを 「 standby 」 にすると、送信待 
機中の文書や印刷待機中の文書が消去されることがあります。また、相手先からファ 
クスを受信中のときは、その通信は正常に終了しません。やむをえず主電源スイッチ 
を 「 Standby 」 にしたり、電源プラグを抜くときは、ファクス機能の画面でメモリー 
残量の表示が W 0% であることを確認してください。主電源スイッチを 「 Standby 」 
にしたり、電源プラグを抜いて約 J 時間経過すると、ファクスのメモリーに蓄積され 
ている文書が消去されます。消去された文書があると、再び主電源を入れたとき自動 
的に「電源断レポート」が印刷されます。このレポートで消去された文書の一覧を確 
認できます。詳しくは、『こまったときには』「電源を切る/切れたとき」を参照して 
ください。 








節電 


節電 

本機は節電のために、が下のような省エネ機能を持っています。 

イ岳電カモード 

—定時間何も操作しないと、操作部の表示が消えて低電カモードに入ります。低電力 
モード時は通常の待機時より節電できます。 

低電カモードに入る時間を[低電カモード移行時間設定]で設定できます。設定につ 
いて詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照 
してください。 

[省エネ]キーを押したときに低電カモードに入るよう、設定を変更できます。詳し 
くは『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期設定」を参照してくだ 
さい。 

低電カモードから復帰するには、次のいずれかの操作をしてください。 

• 自動原稿送り装置 ( ADF ) または原稿カバーを上げる 
• 自動原稿送り装置 ( ADF ) に原稿をセットする 
• 手差しトレイに用紙をセットする 
• 給紙トレイを引き出す 

• 操作部の画面に触れたり操作部のキーを押したりする 

スリープモード 

一定時間何も操作しなかったときや[省エネ]キーを押したとき、低電カモードより 
も消費電力の少ないスリープモードに入ります。 

スリープモード時は[省エネ]キーと[状態確認]キーが外のキーの入力を受け付け 
ません。パソコンからの印刷やファクスの受信はできます。 

スリープモードに入るまでの時間を[スリープモード移行時間設定]で設定できま 
す。設定について詳しくは、『ネットワークの接続/システム初期設定』「システム初期 
設定」を参照してください。 

スリープモードから復帰するには、次のいずれかの操作をしてください。 

• 自動原稿送り装置 ( ADF ) または原稿カバーを上げる 
• [省エネ]キーを押す 
-[状態確認]キーを押す 

〇 補足 ） 

•低電カモード時は、[省エネ]キーが点灯します。スリープモード時は、[省エネ] 
キーがゆっくり明るくなったり暗くなったりします。 

•次のようなときは、省エネ機能がはたらきません。 

-外部の機器と通信中のとき 
• 八ードディスクが動作しているとき 





4 .電源の入れかた、切りかた 


• 警告画面が表示されているとき 
•サービスコールが点灯しているとき 
• 用紙がつまっているとき 

•原稿カバー、自動原稿送り装置 （ ADF )、 または本体や自動原稿送り装置 ( ADF ) 
のカバーが開いているとき 

•トナー補給が表示されているとき 
• トナー補給中のとき 

• 「初期設定/カウンター/問い合わせ情報」画面が表示されているとき 
•リモートサービス通報画面が表示されているとき 
• 定着ウォームアップ中のとき 
• データ処理中のとき 
• 印刷途中で動作が中断中のとき 
• 八ンドセットを使用しているとき 
• オンフックダイヤルを使用しているとき 
• ダイヤルイン機能を使用しているとき 

•ファクス機能の「時刻指定送信」で1分が内に送信待ちの文書があるとき 
• 宛先表-グループダイヤルを使用しているとき 
• データインランプが点灯-点滅しているとき 

• 試し印刷/機密印刷/保留印刷/保存文書印刷の画面が表示されているとき 

• プリンター機能の文書印刷画面が表示されているとき（ただし、低電カモードに 
は入ります） 

•機内冷却のためファンが稼動しているとき 




5. 文字入力のしかた 

本機で文字を入力する方法について説明します。 


文字入力画面の見かた 

入力画面とキーに ついて 説明します。 

が下のように、入力を切り替えることができます。 


ユー ヴーる 1 取；'肖 11 

〇 K 1 

ユーヴー名を入力し、 [0K] キーを押してください。 

- II II 

1 お II か ir さ 1 「た] r 广ぶ]「(さ]「ま 1| や || ら II わ 11 * 1 

r ゃ1 

1 い II ぎ 1 「し|「ち T に]「ひ]「わ 1| 口> || 0 II を 11 ぃ1 

r ゅ1 

1 51| く す j| つ 1| め 1 「ふ] re ]「 よ] 「S ]「ん] 「5 |「 。|「 4 1 

1 え II け ir せ r て] r ね 1 「へ]「め ir ii ^り。 1 1 ， i 


1 お II 二 ir そ r と] r® ] ]「6 ir ii ^ u 、 11 お i 

曰 

1 空白 1 1 i 「 ] 1 配列切畳 1 

"1 かな ji カナ II 巧致 II 記ち II 区点コード 11 定型夕字列 1 


• [配列切替] 

キーの配列を切り替えます。切り替えられる配列は 「 ABC 型」 
す。 

• ABC 型 

ューヴ ー S I 巧？消 I に 〇 K I 


ユーヴー名を入力し、 [0 K ] キーを巧してください。 



[ 1][2い |ぃ II 5 |[ 6」[7 ][8 ]| 9 || 01 


「 a ]「b II。]「 d || e |「 t 1「g II h ]「 i || J |[ k ]| Ml m ] 

「 n 1「。II p ]「q || r |「s 1「t II u ir V || w |[ X ]| y II z ] 

[M[ & l[ - l[=」[A 」い ] [.][.] [: ][/][¥ ] 


居 hi ft Lock 陋ち / 全角 I [空白 ] [ 配列切営 ] 

[ かなつ [ 力， |1 冀數 ] 「 K 号 ][ K 点コード ] じ定型文字列 1 


• QWERTY 型 


ューヴ ーS に 取;'肖 II 〇 K ] 



[1 いりい 1[5 ][6 II 7 ][8 II 9][。|| - I ['い I 


「 。 1「 W 1 「。 1 「「 1 「 1 1「 y irU T , ir 。 Tp ir @ T[ 1 

「a II s Fd II f "Irg ll h | り | k I いい |「： ]r] I 

[z ][x ]l 。 ]l V ]l b ]| 。 ]| m t . j| . || / I い ] 


[^Shift Lockll 半角 / を角 I [空白 1 配列切琶 I 

[ かな "][ カブ rii 巧数 3 「記号 ] [ 区点コ - ド "! を型文字列 1 


「 QWERTY 型」で 


• [かな] 

ひらがなの入カモードになります。 
































































5 .文字入力のしかた 


-[カナ] 

カタカナの入カモードになります。 

-陕数] 

アルファベットと数きの入カモードになります。 

-鬧号] 

記号帰述•学術•一般•文字）の入カモードになります。 

• [半角/全角] 

全角と半角を切り替えます。全角のときは「全」、半角のときは「半」が表示されま 
す。半角にできない文宇もあります。半角にできる文字は P .81 「入力できる文字」 

を参照してください。 

• に hift Lock ] 

アルファべットの大文字とル文きを切り替えます。また、 QWERTY 型の配列でひらが 
な、カタカナのよう音を入力するときに押します。 

• [区点コード] 

区点入カモードになります。読みがわからず漢字を見つけられないときや、 J に第二 
水準の漢字を入力するときは、その漢字の区点コードを入力します。 

• [卜]い] 

カーソルを 左右に移動します。 カーソルを 移動して文字を入力すると、 カーソルの 前 
に文字が挿入されます。 

-隙退] 

カーソルの前の文字を J つ消去します。 

-险消去] 

入力した文字をすべて消去します。 

-[変換] 

入力したひらがなを漢字に変換します。 

• [無変換] 

入力したひらがなを、そのままひらがなとして確定します。 

-控白] 

空白を入れます。 

• [定型文字列] 

登録した定型文字列を入力できます。 

Q 補足 ） 

• QWERTY 型の配列は「英数」、「ひらがな」、「カタカナ」の入カモードのときに使えま 
す。 

• テンキーでも数きを入力することができます。 






入力できる文字と入力のしかた 


入力できる文字と入力のしかた 

文字の入力のしかたについて説明します。 

文字は、カーソルの個所に入力されます。カーソルの上に文字があるときは、その文字の 
前に挿入されます。入力できる文字は次のとおりです。 

入力できる文字 

入力できる文字について説明します。 

〇 重要 ） 

•複雑な文字を表示したり、印字するとき、文字の一部を簡略化ずることがあります。 
が下の文字を入力できます。 

• カタカナ 
• ひらがな 
• 漢字 

J に第一水準漢字、 J に第二水準漢字 
• アルファベット 
-記号 
• 数字 


0123456789 





5 .文字入力のしかた 


入力できる文字の一覧 


ひらがな 

(全角） 

あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬねのはひふへほまみむめもやゆよ 
らりるれろわをんがぎぐげござじずぜぞだぢづでどばびぶべぼぱぴぷぺぽ。''。、一 

ひ 5 がな 
(ル） 

あいうえおつやゆよ 

カタカナ 
(大：全角） 

アイ ウエオカ キク ケ コサ シスセソ タチ ツテ トナ ニヌネノハヒフへ ホ マミムメ モヤ ユヨ 
ラリルレロワヲンガギグゲゴザジズゼゾダデゾデドバビブべボパピプぺポ。 '' 。、 ーヴ 

カタカナ 
(ル：全角） 

アイゥェォヵケツヤュョ 

カタカナ 
(大：半ち） 

アイウけヵキクケ〕サシスセソタチツテけこヌネノハヒフへホマミムメモヤユヨラリルレ日 ワン。、 ヲ - ぃ 

カタカナ 
(ル：半角） 

アけ i す、ソヤユヨ 

英数 
(大:銷半角共通) 

ABCDEFGH I JKLMN 〇 PQ 民 STUVWXYZ 

0123456789 

英数 

(か: 銷半角共通) 

abcdefghi J k Imnopqr s tuvwxyz 

0123456789 

記 

記述 

(全角） 

、〇, . • ： ; ? r 。，、..。一一、、、、、 ぶ，，含々す Q —— /\〜11 1 …ぃ い ‘‘，， 0 

〔〕 [] 11〈〉《》「」『』【】わゐをワキエヴヵケー十百千万億をま参伍拾サ巧萬兆京 

記述 
伴角） 

!’’’()，./:;?[]へ_、{1}〜。「」、.- 

学術 

(全角） 

+ _± X 子二幸く >含含 00. ••ぶ竿。'"で¥ $ C £ o / o 巨^ c 三 G つ unAV -■づ0 

V ヨ Z 丄^ 9 ▽ = 与 《 >\rCOOC •/ / // A%o 

学術 

(半角） 

$% +- < = > ¥ 

-般 
任角） 

#&*@§な女〇*^^夺〇国么 ▲▽▼※〒一-丫 i =# b ^ 卞 $，〇 

- 1 「n 」^ 丄 +— 1 「1 」 L 卜^叫丄 + 卜て ^ 丄 + h - rH 丄 + 

—般 

(半角） 

#&*@ 

夕ぞ 

ABTAEZH © I KAMNSOnPSTT を X が0 

a 良 y § E し rj 6 i k 入 ドリミ ott p 曰て u ( pY . 中〇〇 

A 巨 B 「 乃 E 巨） K 3 MMK 刀 MHOnPCT y を X リ4山叫七 bl b 3 K ) H 

aoB ^/^ ee } K 3 HHK 刀 MHO ^ pCTv ¢ x ^ ymI ^ lJUb ^ IO 幻 


CRC024 


〇 補足 


• 漢字に変換するとき、一度に入力できる文き数は10文きまでです。 























入力できる文字と入力のしかた 


入力のしかた 

具体的な入力のしかたを説明します。 

ひらがな/カタカナ 

画面の表示をひらがなにするときは[かな]を押します。 

画面の表示をカタカナにするときは[カナ]を押します。 

ひらがなは入力したあと、[無変換]を押します。 

全角カタカナと半角カタカナを切り替えるときは[半角/全角]を押します。 

QWERT 丫型の配列のときは 、 [Shift Lock ] を押すとよう音に切り替えることができま 
す。 

漢字 

ひらがなを入力し、[変換]を押します。画面に同じ読みの漢字が表示されるので、 
入力する漢宇を選択します。 

表示されていない漢字を見るときは、[▲前へ]または[▼次へ]を押します。 

変換をやめたいときは、[変換取消]を押します。 

漢字の読みがわからないときは、区点で入力します。 

区点 

[区点コード]を押し、入力する漢字の区点コードを入力します。区点コードは「入 
力文字一覧」で調べます。 

例：「亜」を入力するときは、 [1][6] [0][1] を押します。 

アルファベット/数字 

画面の表示をアルファベットと数きにするときは陕数]を押します。に hiftLock ] 
を押すと大文字またはル文字に切り替えることができます。また、全角英数字と半角 
英数きを切り替えるときは[半角/全角]を押します。 

記号 

[記号]を押します。「記号」には次の見出しがあり、見出しを押すと、画面が切り誓 
ねります。 

-記述 
• 学術 
• —般 
• 文字 

[記述][学術][一般]では全角と半角を切り替えることができます。全角記号と半 
角記号を切り替えるときは[半角/全角]を押します。 

見出しに含まれる文字については P .81 「入力できる文き」を参照してください。 



5 .文字入力のしかた 


Q 補足 ） 

• ひらがなと漢字は半角では入力できません。 

•本機に市販の US 目キーボードを接続し、使用することができます。 US 目キーボード 
を使用するときは、サービス実施店に連絡してください。 

実際に入力ずる 

文字の入力のしかたを実際の手順に沿って説明します。 

例：「縦の A 4」という名称を付ける （「 A 」 は全角、「4」は半角で入力） 

1| [かな]を押して表示をひらがなにしまず。 


ユー ヴーを 

I 取；'肖 II 

〇 K I 

ユーヴー るを入力し、 [0K] キーを 巧してください。 

- II II 

I お ir か"!「さ ii 广こ II な]いま I 「ま ii や II61 「わ]「* ] 

囚 

I し、 II を II し II ち II Iこ 11 ひ I 

I ゎ II HI り II を 11 ぃ I 

r ゅ I 

151| < ir す I 「つ] r め]「ふ]「む] r よ ii る II ん 11 5 II つ ir ょ I 

I ^ li I ， li Hi 了 li h I 「へ T® ]r Th ]「。 ] I M 


I お li こ if そ I W W I II II ° li ろ II 、 1 1 お I 


I 空白 

] 「 ll I fi 劇切暨 I 

[J: けな 1 1 力す II 舆歓 II 

記号 II 区点コード II 定型ダ字列 



2| [た][て]を押しまず。 
3. [変換]を押しまず。 



ん[縦]を押しまず。 
5| [の]を押しまず。 














































入力できる文字と入力のしかた 


6. [無変換]を押しまず。 


[ 


][ 


ユーヴーるを入力し、 [0K] キーを巧してください。 


IP - ir 後退 ir を'肖ち1 
r お1|か ir さ] r た ii な 11 は ii ま ir や ii ら ii わ 11 ホ i r か i 

QJLiJQJLiJDiJ hJ 

SEi す II つ iL め 11 ふ C むん] □ Ji つ | i よ I 


II ^ inn iF if ° 113 1 

回回四山山山山□回。囚 I - 1 

い酬切琶 I 


[ 


][ 


][ 


] 


に 


][ 


][ 


JL 区点コ-ド」日 


7. [英数]を押しまず。 

8. [半角/全角]を押しまず。 


ューヴ'—る 〔取；' 肖 I I 〇 K I 

ューヴーるを入力し、 [0K] キーを巧してください。 

I 後退 1|_全船」 

I 1 1 「 2 いい Fs II 6 ]尸 II 8]「9 || 。！「 - いい 1 

I q ir^ T 。 1「 r II t II y 1| U If I ]「。|「 P |「@ II [ I 

I a 1| s^rd Tf 1「3 II h || J 1| k ]f t ]「： |「： || ] I 

I Z || X ]|。 ]「v |「 b |「。 II m || , ]| • ]「/ T \ I 

[shift Lock ] を角/をち][空白 I I 困助脚曽 I 

I かな]に 力：巧数 j [記号 I 「区点コード 11 を型文字列"] 

9 . Khift Lock] を押しまず。 

10. [A] を押しまず。 

11 . liShift Lock] を押しまず。 

12. [半角/全角]を押しまず。 

13. [4] を押しまず。 

14 . [OK] を押しまず。 



ユーヴーるを入力し、 [0K] キー封甲してくださし1。 


图繊の A4 


「 1 いいい | 「 51「6 II 7 ]「8 || 9]「。|| - r'lm 

「。]「w ]「e ]「 r ]f t ]「y ]「u "If i F 。 F 。 い 1 

I a Irs || d |「f 1| 3 |「h "ll J |「k "Ift II ; ]「： || ] I 

I z || X || c || V || b || n || m || , II . II / II \ J 


[shift Lockll 半ち/全角 I [を白] I 国巧 IJ 切督 I 

G かな][方 ： f 11 巧数言己号 ] [区なコード" li を型ダ字列] 


「縦の A 4」という名称が入力されます。 


定型文字列を呼び出ず 

「定型文字列登録/変更/消去」で登録した文字列を呼び出して使用できます。 




































































5 .文字入力のしかた 


「定型文字列登録/変更/消去」の設定方法は『ネットワークの接続/システム初期設定』 
「システム初期設定」を参照してください。 

1. [定型文字列]を押しまず。 



は 

I ま 

1ゃ 

1 6 1ゎ 

1 LaJ 

I ゃ I 

ひ 

I み 

1ゅ 

1 0 1を 

irn 

ゅ 

ふ 

I C 

1ょ 

1 る 1 ん 

II ぅ1 

っ I ょ I 

へ 

I め 


1れ1。 

1 


ほ 

I ち 


1 5 1 、 

I ぉ I 

L_J 

白 

I 

1 

II 

I 

巳配列切誓 I 






数 I 

I 13 

号 1 

区点コード 

I 定型夕ぞ列 I 


2. 呼び出ず文字列を選択しまず。 







































JIS 漢字コード表 


J に漢字コード表 




3 4 5 6 7 8 9 


亜®娃阿哀を挨拾逢 
葵茜辖悪握渥旭書芦隧 
梓圧轉極宛姐が船細賴 


停杏」 W 伊イ立依偉团夷委 
威尉惟意觀易椅為畏異 
移維韓胃萎あ謂違遺医 
井亥域育郁磯--春溢逸 
稲巧芋觸た印咽員因姻 
飲淫脚壓 
院陰隠韻 


窮时「右宇烏羽 
窺立稚白渦噓 


巧 梗厭円 
掩援沿演炎焰煙 

乾苑苗遠鉛駕な I 


凹央奥巧応 


ミ宴延怨 
i 燕猿緑 
号甥 


押圧横欧殴王おが篤 
臨黄岡沖获憶屋憶臆桶 
おこ俺卸恩温稳音化 
仮何伽価佳加可嘉夏滕 
家寡科暇果架歌河火巧 
禍ホ穗箇花す茄荷華菓 
暇課唯貨迦過霞蚊俄峨 
我ず画臥芽蛾賀雅餓駕 
介会解回塊靡廻悚怪お 
破壊戒お改 

魁晦械海灰巧皆絵ホ 
蟹開階貝凯劾外喊害崖 
慨概涯碍蓋街敲經破涅 
馨蛙垣柿顿鈎劃嚇各廓 


顯掛笠樓僵梶献潟割喝 
恰巧活渴锻葛褐轄を經 
ホ祁择聰株兜窒蒲盤鎌 
喃鴨巧茅菅 


款歓汗漢澗灌環甘監看 
竿管簡觸ち翰肝艦葉観 
諫貫還鑑間閑関陥韓館 


供侠儒兜競共凶 
卿叫喬境峡強疆怯恐恭 
挟教橋況狂狭嬌胸曹 
惹郷鏡攀蠻驚仰凝宪晚 



犠疑巧義蜡谊證掏菊 
ま吃喫枯橘詰相许羣却 
客脚虐逆反み化休及吸 
宮ち急救朽ホ汲泣突:が 
巧窮篮級糾給旧牛ち居 
巨拒拠挙渠虚許距觸漁 
禦み亨享京 


お限を 
栗操桑觸;敷ち廣訓群 

郡 j 卦架祁巧傾刑兄啓 
珪型契お径恵慶慧憩掲 
携敬景桂溪畦稽系経継 
繫爵を巧単計詣誉お頸 
鶏芸迎臟劇戟學激隙巧 
傾欠か潔巧結血訣月件 
俟倦辖兼券剣喧[■圏堅嫌 


検権牽犬献研視絹県 
盾見謙賢軒遣鍵険顕験 

験元原厳巧弦減源あ現 I 
經艇言顧限!¥個古呼固 
己庫弧戸故枯湘狐 


頑鼓五互伍午吳巧娛後 
御悟梧擒瑚基語誤護關 
乞姓巧ほ侯候を化公功 


を喉坑お好孔孝宏ェ 




佐叉唆蜡左差査沙嗟 i 


澄摺寸; I 世瀬軟是凄制 


航荒行お講貢購郊醇鉱 
拡銅閣降項香高鴻剛劫 
号合壞拷濤蠢轟麗克刻 
を国穀酷韻黒獄漉腰飯 
忽惚骨化込 


晴柳錯飯皿晒 S 傘参山 
害撒散粮擺珊産算纂蚕 
J 貴酸寶斬暫残 r 仕仔伺 
巧刺司を耐四±始姉姿 
子扉市解志思指支ぉ斯 
施旨お止死氏御祉お糸 
紙紫肢脂至視詞詩試誌 
諮寶賜雌飼齿事似侍児 
字寺慈持時 




次滋治爾空待磁示而 
再自瞎辞げ鹿ま識鳴竺 
軸寅韦セ叱執失嫉室悉 
湿漆お質実都德惜、柴を 
屢蕊縮舎写が捨赦斜煮 
社棘者敵を遮蛇邪借勺 
尺构灼爵酌釈錫若寂弱 
惹主取守手お殊狩ホ種 
趣酒首懦受呪寿授樹 
禮需囚収周 

宗就州修愁拾洲秀秋 
絡練習臭か鬼巧襲曹勵 
菌酬集醜什住巧 
おお柔汁お獣縦ま銃叔 
夙宿淑祝縮肃塾熟出術 




旬循巧淳準潤盾純巡遵 
薛順処初巧菁曙渚庶緒 
署書蕾請諸助叙女巧徐 
恕鋪除傷償 

函箱聰 箸を晋巧幡 肌 
冨八鉢龍発醋髮巧罰 
お德關鳩晰墙蜡隹伴判 
半反叛帆搬赃板巧化版 
犯班畔繁般藩販範ホ煩 
頒飯挽晩番盤磐著蛮「匪 


卑否妃庇彼お扉批披斐 
比泌疲皮碑秘緋罷肥被 
排費避非飛極银備尾微 
化居琵眉美 

鼻格稗匹巧韓屢赔羞 
が弼必畢筆逼检姫媛租 
百謬張彪標お漂瓢票表 


睦賭品彬斌お觸貧賓頗 
敏おをが卑夫婦富冨ホ 
府怖扶敷斧普浮父碑觸 
请芙譜負賦赴阜おお撫 
武舞葡黑部が楓風葺酷 
伏副復幅服 


勝匠升召哨商嗜嘗奨 
ま娼宵将小か尚庄床廠 
彰ホゆ巧掌挂昇 
松梢掉樵お消渉湘焼蕉 
照症省稍礁祥称章笑が 
紹肖富蒋蕉衝裳訟班詔 
お象賞醬細鍾鐘障销上 
ホ丞乗冗剰城攝壌谣常 
情廣条杖をが畳釀蒸譲 
釀錠嘱墙飾 

お植殖燭織職色触を 
璋尻巧信侵唇娠寝春 
む慎振新晋森攘浸深申 
搔真神秦紳臣芯薪親譜 
身辛進針震人仁刃塵壬 
尋甚お臂訊迅陣勒 J 寄諷 
須酢図厨逗吹垂帥お水 
炊睡粋翠衰遽酔錐儘随 
瑞髓祟嵩敷枢趟絹お杉 
福菅頗雀碼 


粉糞紛雰文聞」丙併兵現 
幣平弊柄化蔽閉陛ホ頁 
僻壁癖碧則瞥蔑壁偏蛮 
篇編辺返遍便勉娩弁 


勢姓征性成政を星晴巧 
巧正淸お生盛精聖声製 
巧誠誓請あ醒靑静ま税 
脆隻席惜戚斥昔析お 
籍績脊責ホ跡廣傾切拙 
接摄巧設窃節説雪絶舌 
弾仙先モ占宣専尖川 


煽旋穿箭線 

繊義腺州船薦譜賤廣 
選遷銭銳閃鮮前善漸然 




臓蔵贈造促側則即息 




他多太汰託唾堕妥惰巧 
蛇泥棺陀駄禪体堆巧耐 
化帯待怠態戴替泰お胎 


帖帳庁弔張彫微懲挑 
^朝潮禪町眺聴脹腸蜡 
j 課超跳銳ち頂鳥献お 
直お沈验賃鎮陳墜椎 
槛迫離痛通塚梅桓械化 
漬ホ石辻鳥綴輯 
濡袖爪吊 


董蕩藤お階豆踏逃透 
陶頭艦閱働動同堂導 
憧撞洞瞳童响萄道 


を大第酿題鷹滝滿卓啄 
宅巧お拓お濯琢巧輝濁 
語昔顺峭只 

叩化達辰奪脱巽堅辿 


剌貞呈巧を帝を庭廷弟 
梯抵挺提梯汀碼相程脯 
提な請赌遥 

邸鄭が鼎泥摘擢敵澗 





蜂を訪豊邦鋒飽鳳鹏乏 
t 榜剖巧妨帽忘忙房 
望某捧冒細肪膨謀貌貫 
鲜防が頰化僕卜墨撲朴 
牧睦穫卽勃没滩堀幅奔 
本翻化を雇磨魔お埋妹 
お枚毎哩慎幕膜枕脯怔 


お麼方慢満 


嶺怜玲 IL を鈴隸零霊麗 
齢暦歴列劣烈裂廉恋憐 
裡揀簾練聯_ 


芳宴廊弄朗楼椒浪漏 
牢狼竜者聲欄郎ホ 
肋録論[■倭和話歪賄脈惑 




窯羊耀葉蓉要請踊遥陽 
養懲抑欲沃浴翌翼淀 J 羅 

螺裸お莱頼雷洛絡禪酪 
乱卯嵐欄濫藍蘭覧向吏 
履李梨巧璃 


愧傑傅値傲 

命懼博植僖僞德憎惜 
價檀檢備備艦擠禱模 
雜疆憾憾儿兀兒兌兔 
兢競兩渝兮冀 n 囘册冉 
問胃靑冕^宽寇冢寫幕 
y み泣冲冰况则徊凉 
几處お凭凰|_1晒义巧が 
勿り劫刪刮測刹船到剧剌 
剖剔剪割剩剖割割劍劇 
劍鍊劈劑辨 


辦城胡刮券勁就景勞 
。巧匈 
お宿旬雜ヒ C 厘お芭區 
亡區を化かホお 
后州卻卷厂履厕厦廠厮 
ム參麗雙叟曼塾吁叨 
趴化巧が呀听怖吼晚响 
晚吝听咏呵咎晤狐啤巧 
阻顿邮咐啦哇背咸 
巧咬が哈咨 
腿晒巧巧闻巧 
睹哭哺巧 
暗峨喧惊 
口胃靑嗽喘 
喷嗚嗔嗟 


r 曠嘛 


啜 J 喧嗜廊 
曠聴嚷峭 
围图圉 


噪嘴 


徊消谢浮 
衍探淹浙 
姨例涅化 
旧洒濤 
坪伽涕淆 
很询诞姻 
泛ホ渐途 
细洗狹お 
洽渡涵 


源が攒植炼 
細炸お爆潘 
滿炬棍熏緻 


渔披 得涼擢 
滕德 澀漆濕 
渭涼測滔觀 粧酒濟 
淮深游澳清 潜歡澤 
淪が渝搶灌 涙潘潰瀉歴炯焉媛織 
谨渣滿溯槪繼燒憧溜濛縱ゆ烙煌意撼 I 

が渾潮得お漲油徴澤機滿炙燕を—:' 
涼渔涵洋淚滯漓潭澡濱瘋灣巧胺務隆 I 

淺緩概洞お漱濛潛稱淳滤灑烟熙輿概 
浙淚お混薄滲 潜澳が倒漁炮熙煩澳 




稼槐繫樂械檀 
様淪お榮榻擲樞橫 
票倒巧揣搗椅棱橄 
巧棋褚操頸楠蹤お 
椒机お控寨格裝樣 
稷が模巧捨榜械権 
格が巧巧梢棋棒恼 
楼捻揪渝横搏權樊 
慣棠欄挪搞恢樓搏 
お楷樹檔栖稷樸 


傲藥が 

樣橘歇 

棺葉飮 

榜禪な 

巧樓盗 


憧構櫃 
聰檢濫 
精傲藥傑 
楠樂棄礫 
撮檐揣攪 


巧禪を I 風沛洒 
歹请廊氛沁沾 
'’顏巧气化釉 
頰段巧泣み 
お殻旣巧泄 
殘殷麾 'だ沐お I 

巧を毯汪沒洁 
み敬養灿仮沮 
孩雜毫まおお 
妖谱毯氣汾姻 I 




苔莖莉 
荐巧堯 
茹苔を 
荀菩昔 
菜蓮宽 
茲を茶 
I 答菊莊 
茵を茹 
■茫莎 
巧奧 


蜡蠻を巧插搞辖 
憐蠢衾柏裘褲敎 
蜡蠢袁妳裔棲襄 
衫祖巧補髓 
術诊转碑術 


颇蔬 


J 々一 "^ J 

巧親樵詰說靜譯謗識 
が""-川 I 麻 
欄親化訊說趣龍認譯 
訝ぶ端違護 


搬蠢衙巧桂褐梅檔 


快狱裴槐髮機顆舰說論請誤訟護龍 


疏觀，註款誰諧書誠譯 


幡擺巧袍夏掛描禅樞覚親許育誰： ■ _ 

巧裹き髮揮孺霸覚訖諷誠辣誤鞠諧 
燒燃晒巧袍裝船樓 穀覺計訖諮誌肅驅證 




菁葱農兼蔑 
董英蔡おが 
を莽葫藏秦 
を茄葦窩尊 
栽范適施寢 
唐萍霉蒋菊 
堇菲嚳萬著 
营波巧な産 
巷甚茜お茹 
甚毒な蒂窝 


前棲義蘿料 
薑蕾薬藉蛋 
蒼菌藥お蚁 
蓮お藝籠蝴 
滿薇憩廬 
猶數藐蘭 
尊堯甚薛蔓賴號 
浩緯薬醬蔵蔡虔 
蔡祿專蕭巧親席 
:: 藉藉蕴お 


袖姥蛹蜡 
化蛛除幅 
姑蛟略斐編 
化甚蟹蝴換 
が里蛇晰蟲 
砕隨慶蜡煌 
I I 蜀蜡蝴 




擲支叙研ぶ昂晨膜 口 
縱搪摧敍斟赌满惜陽 
借揣攀敕が旌昵晤喧 
學攪攤敌變硫杳晝犀 
揺按携效雜旌受啼峡 
揮禱捆收叙腐反晃晕瞥 
:■お攸數旁臭晉罪廠 
猶擅礫收敲施果化が曉 
猿擠攀孜敝施旱晏哲遲 
举擺欠敞斷史且 


ホ巧がお 
ホ袖か巧 
霸朽お祖 
臟化な构 
朦杞か柩 
碁げ秒积 
胆巧巧柬 
拙かを拐 
易か杰柯 
曳お枉伽 


相桿粹棘 
框お棋袍 
某档巧基 
槍梓挺惇 
棚棉挪裙 
お梳條植棍 
樹捏檐極控 
抱拷梭 ■ 

拙跨梢柏楼 I 

祗棠梟梵栖 I 


羯翁堇矜景肋脉 
羣翊筆聊聰肚胖 
鈴翠蓄耻聲育胚 
お翅欄耿贊肛育 
差義翔焉聯肅販 
萬赢穀細聪肆が 
弟遵翩箱贊肆晉 
芋肿 


腥喔臀臟舊艘銷な苹 
腮晒膽艦お舱昕が巧 
膊膠隨腊舅お尴お范 
が宵贈臘春舶胳を眷 
腑膀脾臟おが朦完毎 
眺膊滕牆おが艦芭をを 
脯脖隔腻膊臻化膳巧を荣 
膽臉臺舖値艾苗首 
悔隋嫉睦鹰臧紙艘帅苟が 
. . 舍脖難宦荀 


臟細嬉鳥備 賴髓鶴 
敝触嫣鴨能韻銷鶴 
森触妬細腑棘鮮礁蔑 黯鷄礁 
ぉ魄鮑脯撇媳驚鳩战 胎縮廳 
鬟商が端仿觸慷尾廣 酷を齊 
鬚營併撰緋緒綱撞爲鳴鴨輯韻 
解端帷触噓脅荷脂黑輯 
紙駆總獅儀难構驚赌鶏 
艇銳德概鶴樵韻撼鴨鶴 
觸触觸繪缺樵— 








惇愕惱想お 
媒媪側愼倾 
惚愿ぉ 
S 恨值谦慘 
@调恒愧慷 
悅棲揣葱懼 
俘枠が橋棵 
懊悴惹嚴涵 
お惶憤博 
思想碟槍 


慟備棵懿宜 
博巧數俄ぉ 
憔懈徽ホ 
憬懷瀬ホ 


扎巧拿拉挟 
扁找睾抛捐 
挟押拇搞 
おか拂搔 
扼がが擎 
採が拌挂 
巧ホ拜捆 
れ拔枯拱 
扣抖擔お 
巧抓拆格 


掏揣槍 


捶揀捨接 
挪お捷搏 
掀據拳擊 
椅娱搖摧撼 
被巧渝搏榜 
捏が挪榻擦 
搜巧插鳩： 
掉掉揉攝 




策を巧寶管お 
I 皆縮模籠黃續 
豊第資簇 
陵篤篤お 
I 望街瓶養筆藍 
笑篮ぎ篡築 
I 简裙爭節を簽 
I 究狡等菁 
巧筆篆 
覚绵歲簇管 


臀粹孺 
が粮截 
批梁模 
か架糜 
靡巧備 
涛相稼が 
饋お湛化 
鑑 ffi 採 
賴楽桃 
炼給綜 


給拼お結縣麼繞 
泄巧総煩絡繩撇 
を絮聚論滅綴綱 
が減綺縣婚滕縷 
綱絲絞絲渺純補 
素が紹細緻精繰 
批緋，條總お網縷 
転絳條緩繰縱綱 
が拌繰結輯絵繰 
が經總碱絳續 


腸講識 i 獅獅謂腸諸腳獅説獅 


覆靜粗録壶 
暫藝執微齋 
要露辆暢韭 


睹隙操譚露勒葦離 
跋隱巧霎霜疆鞋錢 
陕隧維霜赛爾辆轄 
篤霜露晌な輔 


飄飽僅憩駭寡 
鹏餘觸誠駭福 
賊舖觸植駕が 
堀薛飽裝齡雖 
愚軸聲饌蔬熙 
顧較觸饒顧瞒 
觀飮餅鐵馳駭 
頗鈍麟饋敕驛 
—錢饋頒酬 




あ峭喔輪 
おげ畢語 
一刀眠略峻 
邮畔篇 
が化峭 
屬帳倾 
睹帕峽順 
屏豈操峯 
腹を時寄 
岑客阔 


巍肤帳库 
蜡靑幡广 
峨を帳麼 
幌综后帕么 
尝塵己峰并 
里嶽巫幅巧廳 
臉從帷苗廊 
峭瞻巖帶幣廈 
西階淺帛幢巧 
嵌曉疆稱喊廊 


彝彌彷徘ホ 
掉彈ネ徙忱 
弃喊彭從化 
ホ测さ询件 
迪押裹徑析 
.4 餐聋很忖 
廳弓一象徊徽 
廳なな彿搖 
睡ち弯化佳 
廬彝彎せが 


但悔恙 
をを桐 
怎恪巧 
促想惭 
柯患恤 
がか恃悚 
化快を巧 
怡悴恍惧 
を佛恆悍 


I皎孟お眷睹臉な棚お攀祿ま稠植旁ま埃坐 

搬费お幸崔矮磐磋礙視离植巧罪逮頌笛 
輝湯化蓉曖矣碰摘磁廠禹お穗窗塵な瓶 
I な强盧曹脾憤矜碎禮磋祕祕稍おな富巧ち 
邑皴盟眞睛敵囑を礎破が禮桿稷弈窺な巧 
發贿盡昵陡廠蟲碼權磬礎祟禪巧梟兽蜜强筑 
癸暖盞眩瞬膛單化賴磊燒祗齋が稻穗塞蝶第笑 I 

巧哲盒昭眶膀朦備碼磅轉神福巧稱潮寵巧 

— ；：：傾祀殿み賣穩窩けおお I 


I 惜盖げ睹愼瞻化碌 

kb. 


盖枕障瞎聲楓極砸礫廠お妻穂番竊疎宮 

が—が — M が—が—がが—が—の—的—がの—的 — W W I が—の一 


^邀層が髓飼热細銷鍵麵賴锁 

逆邁卻酸醫整鈔錶錄鍋唐煙錯 
逾遽部酣臨釋が能级が錢縷鐵が円間 
迫盤邵町酣釉釣鉤娜錐鉛鍵鐵 
邱鄰醉贸她錠鉛錫鎭銭銷 
が禪醋釀叙お鈴麵綴錦鍾鑑 
I 邊遺邮鄙醒瞧錫銷錬鉛鉢鑑瓣餘 
避遲娜醋醋就鈍銜銃錢錯雛錯 
I 遏進邊鄂酪廳签飯が麵銷輸錦鏡 

遞邊郛酥膠飢な飽難減整錄莖織閔 






み坡巧場蝴壑壹よ獎姨踢靖 
，を埃贿墅壓壺夥奚姆媳姐 
垂巧埋 fi 蜜壯梦奎お娜媚 
巧饼棚瑞墮壁曼み批姿を 
巧埋巧巧堵壤复奕お娟婢 
址巧雖毀墙屬义巧舊お娥娶 
巧お垂莖壞墙欠夾獎が姚嫩 
坎巧巧を趨壁壽夸奧め消婉 
袖あ巧境增墙壺本奠奸妍姪 
巧咐蛹堡墟墙增夭奢 


孩度寥砂 
燥寧宦寞尔 
•幸它寢對 
宇 A 實專巧 I 

孕孺瞎將屆 
子をな赴屁 
旌學套寶尹 


慣犹狹絕 


巧覺化 


巧腺犧狡揣捧巧瑕瑶迎覺お 
爛瞄積狠猴獨巧お瑪瓷範か 
が化をおが猶玻緋瑣おお晒聊 
礫4鴨佛娼掀巧语瑰壊 a 迴苗 
擢化靖巧猜默お號璧瑞瓣瓷田了 
巧文舉狄お猿棚 


巧疫巧療瘦 
痴痒麻檀療 
巧をを徳擬 
巧療获瘡痛 
茄疮痒を癖 
疚を痛権巧 
疗痕瘦痕癒 
畳痘病療欄 
疊疵癌瘍瘦 


罕狎綺獎瀬巧巧璧 瓷延化畳抜を瘋療 


貧祕拓 
貸が删 
贬藝赎测 
お資罵肤眺 

豈狸款膊巧趾跟陳 蹄協 


迴巧 

通逛 

迹逞 

迪逍 

退逵 

迴涅进 

浊速建 

、こ遮逵 

辯述達 

辭お進 




卽叫則叫： S 叫則 W 叫；が 































































































































5 .文字入力のしかた 



6 -ダウンロードできるソフトウェア 

本機と連携して使用できるソフトウェアについて説明します。 


Ridoc 10 Analyzer でできること 

Ridoc 10 Analyzer について説明します。 

〇 重要 ） 

• Ridoc 10 Admin がインス I -- ル済みの環境では 、 Ridoc 10 Analyzer は Ridoc 10 Admin 
に対する上書きアップデートとしてインストールされまず。 

Ridoc 10 Analyzer はネットワーク上のプリンターを監視するソフトウェアです。 IP アド 
レスを持つ複数のネットワークプリンターを管理できます。ネットワーク管理者の方が 
使用することをお勧めします。 

Ridoc 10 Analyzer は、リコーのホームぺージ から ダウンロー ドできます。 
( http :// www . ricoh . co . jp / IPSiO/related goods / analyzer /) 

Q 補足 ） 


• Ridoc 10 Analyzer については 、 Ridoc 10 Analyzer の取扱説明書を参照してくださし、。 






6. ダウンロードできるソフトウェア 


Ridoc Desk Navigator でできること 

Ridoc Desk Navigator について説明します。 

アプリケーシヨンで作成したファイル、スキヤナーで読み取った画像データ、既存のイ 
メージファイルなど、多様なデータを1つの文書として管理. EP 刷することができます。 

Ridoc Desk Navigator は、リコーのホームぺージからダウンロードできます。 
( http :// support . ricoh . com / bbv 2/ html/dr ut d/doc sol / index . htm ; 

か甫足 ） 

• Ridoc Desk Navigator について詳しくは 、 Ridoc Desk Navigator のヘルプを参照してく 
ださい。 

• Ridoc Desk Navigator には本機では使用できない印刷機能があります。使用できない 
印刷機能については、リコーホームぺージを参照してください。 





RidocIO Navi でできること 


Ridoc 10 Navi でできること 

Ridoc 10 Navi について説明します。 

ネットワークプリンターの環境を簡単に構築できます。また、ネットワーク上のリコー製 
プリンターの稼働状態を、パソコンから簡単に確認できます。 

Ridoc 10 Navi は、リ コーのホー ムぺ ージ から ダウンロー ドできます。 
( http :// www . ricoh . co . jp / IPSiO / utility / ionavi /) 

か甫足 ） 

• Ridoc 10 Navi について詳しくは、 Ridoc 10 Navi のヘルプを参照してください。 





6. ダウンロードできるソフトウェア 



7. オプションを装着ずる 

オプションを装着する方法について説明します。 


ルサイズカセツトを取り付ける 


ルサイズカセットは、本体給紙トレイや2段給紙テーブルのトレイと入れ替えてくださ 
い。ここでは、トレイ2に取り付ける方法を例に説明します。 

€3 重要 ） 

• ルサイズカセットには用紙サイズの自動検知機能がありません。操作パネルで用紙 
サイズを設定してください。詳しくは、『用紙の仕様とセット方法』「自動検知されな 
いサイズの用紙をセットする」を参照してください。 

1-同こん品を確認しまず。 



CJS044 


1. ルサイズカセット 

2|ルサイズカセットから保護材を取り外しまず。 

3. トレイ2を止まるまでゆっくりと引き出し、前面を持ち上げて給紙トレイを 
引き抜きまず。 



引き抜いた給紙トレイは安全な場所に保管してくださし、。 







7 .オプシヨンを装着する 


4. ルサイズカセットの前面を持ち上げるよラにして給紙トレイを差し込み、奥 
までゆっくりと押し込みまず。 



5. [初期設定/カウンター]キーを押しまず。 



6. [システム初期設定]を押しまず。 

7. [基本設定]が選択されていることを確認しまず。 

8. [▼次へ]を押しまず。 

9. [ルサイズ紙用トレイ設定]を押しまず。 

1〇| [トレイ 2] の設定を[使用ずる]にしまず。 

11. [設定]を押しまず。 

12. 電源を入れ直しまず。 

〇 補足 ） 

• 正しく取り付けられていないときは、最初からやり直してください。それでも正しく 
取り付けられないときは、サービス実施店に相談してください。 

•プリンター機能では、プリンタードライバーでオプションの設定をしてください。詳 
しくは、プリンタードライバーのヘルプを参照してください。 
















8 -キーカードまたはキーカウンター 
をセツトずる 

キーカード、キーカウンターの使いかたを説明します。 


キーカードをセッ h ずる 

画面に「キーカードをセットしてください。」と表示されたときはキーカードをセットし 
てくださし、。 

1|キーカードを使用した利用者制限が設定されていることを確認しまず。 

画面に^ッセージが表示されます。 

2|力ードリーダーにキーカードをセットしまず。 










8. キーカードまたはキーカウンターをセツトする 


キーカウンターをセッ h ずる 

画面に「キーカウンターをセットしてください。」と表示されたときはキーカウンターを 
セットしてください。 

1|キーカウンターを使用した利用者制限が設定されていることを確認しまず。 

画面にメッセージが表示されます。 

2. キーカウンターを本体にセットしまず。 



CJR038 


Q 補足 ） 

• コピー中にキーカウンターを抜き差ししないでください。機械が正常に動作しない 
ことがあります。 


JA CJPD D 129-7822 A 
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